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八
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
母
の
一
生
は
決

し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

幼
く
し
て
母
を
亡
く
し
、
父
親
の
農
業
を

手
伝
い
な
が
ら
弟
妹
の
面
倒
を
み
た
。

　

学
校
に
行
く
お
金
も
無
か
っ
た
、
と
聞
い

た
。
三
十
五
歳
で
遅
い
結
婚
を
し
た
が
、
私

を
お
腹
に
身
籠
っ
て
い
る
時
期
に
離
婚
。
以

来
、
女
手
一
つ
で
私
を
育
て
上
げ
た
。

　

母
と
言
う
と
い
つ
も
働
く
姿
し
か
思
い
浮

か
ば
な
い
。
日
曜
祭
日
・
お
盆
お
正
月
関
係

な
く
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
母
は
休
む

事
な
く
働
い
て
い
た
。

　

私
が
小
学
生
に
な
り
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
い
、
学
校
に
行
く
姿
を
見
送
り
な

が
ら
、
母
は
、

「
直
ち
ゃ
ん
は
い
い
ね
ぇ
、
学
校
に
行
け
て
」

と
、心
底
う
ら
や
ま
し
そ
う
に
言
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
母
が
夜
眠
る
前
、
机
に
向
か
っ
て

い
る
姿
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
私

が
五
年
生
の
頃
だ
っ
た
。
机
と
言
っ
て
も
茶

の
間
の
小
さ
な
卓
袱
台
。
私
の
不
用
に
な
っ

た
教
科
書
で
漢
字
の
練
習
や
計
算
を
や
っ
て

い
た
。
ノ
ー
ト
の
代
わ
り
の
広
告
の
裏
、
鉛

筆
は
、
商
店
街
で
頂
い
た
粗
品
だ
っ
た
。
ど

ん
な
に
疲
れ
て
い
て
も
毎
日
必
ず
机
に
向
か

う
母
だ
っ
た
。
あ
る
時
は
、
鉛
筆
を
持
っ
た

ま
ま
眠
っ
て
い
た
事
も
あ
っ
た
け
れ
ど
。
母

は
あ
ま
り
多
く
を
語
ら
な
い
人
だ
っ
た
。
し

か
し
机
に
向
か
う
小
さ
な
背
中
は
、
た
く
さ

ん
の
言
葉
を
私
に
投
げ
か
け
て
く
れ
て
い
た

よ
う
に
思
う
。

　

母
が
逝
っ
た
の
は
、
英
語
の
勉
強
を
始
め

て
程
な
い
頃
だ
っ
た
。

相
変
わ
ら
ず
、
広
告
の
裏
に
私
の
お
古
の
辞

典
を
使
い
几
帳
面
な
字
で
、
単
語
が
書
か
れ

て
い
た
。
遺
品
の
整
理
に
訪
れ
た
実
家
で
そ

れ
ら
を
見
つ
け
た
時
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
一
文
字
一
文
字
綴
り
な
が
ら
、
見
た
事

の
な
い
異
国
に
夢
を
馳
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
？

　

私
は
眠
る
前
の
数
十
分
、
英
語
の
勉
強
を

始
め
た
。
学
生
時
代
は
苦
手
で
大
嫌
い
だ
っ

た
が
無
性
に
勉
強
し
た
く
な
っ
た
。
ま
ず
は

中
学
一
年
の
教
科
書
か
ら
。

そ
ん
な
私
の
背
中
を
、
夫
と
二
人
の
息
子
た

ち
が
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
私
が
母
の
背
中
を
見
つ
め
て
い
た

よ
う
に････

。

　「しぶしの日」の４月２４日、第１回志布志市
「志」エッセイコンテスト「志エッセイ大賞」を

受賞した栄　直美さん（４７歳　主婦　愛媛県）
に、賞状とトロフィー、副賞として 10 万円が贈
られました。
　なお、志エッセイコンテスト表彰式（しぶし
の日記念事業）につきましては、宮崎県で発生
した口蹄疫の感染予防に万全を期すため中止し
ました。

志に高い、低い、大きい、小さいはありません。
おさない人、若い人、人生経験豊かな人、そして、男性、女性、
すべての人にそれぞれにふさわしい志があります。
第１回「志」エッセイコンテストに、海外は、カナダ、
オーストラリア、ギリシャから、国内は、北は北海道から南は沖縄より、
１，８６２点のエッセイが寄せられました。
心あたたまる「志」体験や、勇気づけられた志。
私たちが自由ににつづる文章が、私たちの周りの人の心をほのぼのとさせ、
多くの人に生きる希望を与えることを願っています。
そして、一人ひとりの「志」が大きな輪となり、
「笑顔と志あふれるまち」を築くことを願っています。　～「志」エッセイコンテスト入選作品集より～

　　

市
民
の
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
た
「
平
成
22
年
し
ぶ
し
お
釈
迦
ま
つ

り
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
4
月
20
日
、

宮
崎
県
で
国
内
10
年
ぶ
り
の
口
蹄
疫
の

発
生
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
や
む
を
得

ず
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
口
蹄

疫
の
感
染
経
路
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
た
め
万
一
の
際
に
拡
大
の
原
因
に

な
ら
な
い
た
め
の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
業
は
志
布
志
市
の
基
幹

産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
セ
リ
市
も
中
止

と
な
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
苦
慮
さ
れ

て
い
る
中
で
の
ま
つ
り
開
催
は
市
民
、

皆
が
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
は
難
し
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
つ
り
開
催
に
向
け
て
多
く
の
個
人

や
団
体
が
準
備
を
進
め
ら
れ
、
踊
り
連

に
参
加
し
よ
う
と
練
習
を
さ
れ
た
方
も

多
い
中
で
中
止
と
い
う
こ
と
に
関
し
ま

し
て
は
苦
渋
の
決
断
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
広
い
地
域
で
家
畜
の
感
染

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
被
害
の
拡
大
防

止
の
た
め
に
殺
処
分
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
現
時
点
（
5
月
上
旬
）

で
は
、口
蹄
疫
の
収
束
の
気
配
も
な
く
、

市
で
も
自
主
的
な
防
疫
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
開
催
中
止
に
至
っ
た
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
「
ま
つ
り
」
と
い
う
の
は
沈
滞
ム
ー

ド
を
吹
き
飛
ば
す
一
つ
の
起
爆
剤
で
も

あ
り
、
風
評
被
害
の
発
生
を
食
い
止
め

る
た
め
に
も
開
催
を
最
後
ま
で
検
討
い

た
し
ま
し
た
が
、
万
一
発
生
し
た
場

合
、
直
接
的
に
影
響
の
あ
る
地
域
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
な
収
束
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
早
急
に
こ
の
こ
と
が

終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
た
め
に

本
市
で
も
４
月
28
日
以
来
対
策
会
議
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
独
自
の

防
疫
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
畜
産
農
家
だ
け
で
な

く
、
南
九
州
地
域
の
畜
産
業
を
支
え
る

志
布
志
港
に
は
、
関
係
す
る
企
業
も
多

い
た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
お
釈
迦
ま
つ
り
」
の
中
止

は
、
こ
の
よ
う
に
万
全
の
体
制
を
と
る

た
め
の
措
置
で
あ
り
、
早
急
に
収
束
さ

せ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
の
収
束
後
は
、

子
牛
等
の
価
格
も
持
ち
直
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

志
布
志
市
は
、
農
業
の
振
興
が
観
光

の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
い
り
ま

す
。
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
一
体
と
な
り
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、７
月
末
に
開
催
さ
れ
る「
志

布
志
み
な
と
ま
つ
り
」
は
多
く
の
市
民

と
と
も
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今月から連載として、志布志市
「志」エッセイコンテスト入賞作品集
「志のある風景」より入選作品をご
紹介していきます。
　第 1回は、志エッセイ大賞を受賞
した栄　直美さんの作品です。

志
の
あ
る
風
景

志エッセイは志布志市生涯学習センターＨＰ
（http://manabiya.main.jp/）でも公開しております。
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志布志市長
　本田　修一

志
布
志
市
「
志
」
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

志
エ
ッ
セ
イ
大
賞
作
品

　
　
　「
母
か
ら
の
贈
り
も
の
」

栄
　
直
美
さ
ん
（
47
歳
　
主
婦
　
愛
媛
県
）

第１回志布志市「志」エッセイコンテスト
「志エッセイ大賞」発表

お釈迦まつりの中止について



平
成
22

年
度 子ども手当のご案内

　平成 22 年 4 月 1 日から、児童手当に変わり子ども手当が支給されます。

対象となる子どもが中学校修了前まで延長され、手当額も 1 人 13,000 円（月

額）に増額されます。また、児童手当制度にあった所得制限が撤廃されます。

●子ども手当の概要

年3回（6月・10月・2月）

児童手当（平成22年3月31日まで）　　  子ども手当（平成22年4月1日から）

受給者
（請求者）

12歳到達後最初の3月31日までの間
にある子ども（小学校修了前の児童）
を養育している方のうち生計中心者

対象児童 0歳～小学校修了前

15歳到達後最初の3月31日までの間に
ある子ども（中学校修了前の子ども）を
養育している方のうち生計中心者

受給者
（請求者）

対象となる
子ども 0歳～中学校修了前

手当月額
（1人）

3歳未満まで   　　　  10,000円
3歳～小学校修了前
 第1子・第2子  　 5,000円
 第3子以降    　　　10,000円

手当月額
（１人） 13,000円

しな限制得所りあ限制得所

支給時期 年3回（6月・10月・2月） 支給時期

●請求方法

平成22年3月31日現在、児童手当を受給していた。

子ども手当増額請求書を提出してください。
※添付書類はありません。

子ども手当は該当しません。

児童手当に引き続き、子ども手当受給者とな
ります。（改めての申請は不要です）

平成22年4月1日現在、中学生の子どもがいる。
（新中学１年生がいる場合は下枠参照）

平成22年4月1日現在、中学生以下の子どもを監護している
えいいいは

えいいいは

えいいいは

子ども手当認定請求書を提出してください。
※添付書類…請求者の保険証コピー及び請求
 者名義の金融機関通帳コピー

　市内に子どもが在住している方で、請求が必要な世帯には個別に通知しています。

　児童手当を受給されていた方で新中学１年生がいる場合は、平成 22 年 3 月 31 日時点で児童手当消滅とはなり
ませんので、子ども手当も引き続き受給者となります。請求については、上記とは異なります。

例 1） 新中学 1年生のみいる場合→児童手当に引き続き、子ども手当受給者となります。（改めての申請は不要です）

例 2） 新中学 1 年生・小学 5 年生がいる場合→児童手当に引き続き、子ども手当受給者となります。（改めての申請

　　　 は不要です）

例 3） 中学 3年生・新中学 1年生がいる場合→子ども手当増額請求書（中学 3年生分）を提出してください。

※市外に監護されている子どもがいる場合は、『監護・生計同一申立書』、『子どもの世帯全員の住民票』 の提出
　が必要となります。

■問い合わせ先　市役所福祉課児童福祉係　℡474-1111（内線 174）

志布志市地域情報基盤整備について

ICT 志布志
Vol 1. 各家庭への引き込みと宅内配線

■情報通信基盤整備一口メモ

光ファイバー ガラスやプラスチックの細い繊維でできている光を通す通信ケーブル。非常に高い純度のガラスや
プラスチックが使われており、光をスムーズに通せる構造になっている。

ＯＮＵ パソコンなどの端末機器をネットワークに接続するための装置（光信号を電気信号に変える装置）
V-ONU放送  D-ONU通信がある

分配器 宅内に送られてきたひとつの信号を複数に分ける機器
ＳＴＢ （セット・トップ・ボックス）テレビに接続して様々なサービスを受けられるようにする機器
ＨＵＢ ( ハブ ) 複数のパソコン・プリンタ等が使用できるように配線を分配する機器
行政告知端末 行政情報や緊急放送を音声により即時にお知らせする機器※

※行政告知端末は、市で無償貸与することとしています。インターネット・ケーブルテレビは任意加入となります。（有料）

■問い合わせ先　情報管理課　℡ 474-1111（内線 321）　　

 

④行政告知端末

光収容箱

①引込線

②V-ONU

③宅内配線 同軸ケーブル

電話機プリンター

パソコン

ホームゲートウェイ

テレビケーブル

STB（セット・トップ・ボックス）

アナログテレビ

デジタルテレビ

市が整備する範囲
①引込線　②V-ONU
③宅内配線（　　　赤線部分）
④行政告知端末

光クロージャー
光ファイバーケーブル 宅内配線

→通
信（
志
布
志
交
換
局
は
対
象
外
で
す
）

→放
送

分配機

HUB

D-ONU

各家庭への引き込みと宅内配線

情報センター 幹線・支線 引き込み線 宅内

センター建設工事 幹線・支線敷設工事 引き込み工事 宅内工事

室内の機器及び配線は、イラストのようなイメージになります。

 志布志市
光クロージャー

V-ONU
D-ONU引込線

光収容箱
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■�志布志市地域情報基盤整備につきましては市職員が各自治会にて説明会を実施いたします。
　説明会は 5月 24 日から 6月 10 日の期間で計画しています。
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「
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
を
自
分
た
ち

の
手
で
行
い
、
そ
し
て
食
べ
る
。
そ
れ
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
作
る
楽
し
み
や
喜
び

を
与
え
て
い
き
た
い
。」
と
語
る
蓬
の
郷

の
関
係
者
。
田
植
え
の
後
は
、
稲
刈
り
や

脱
穀
な
ど
の
作
業
を
、
今
回
の
参
加
者
を

中
心
に
呼
び
掛
け
て
行
う
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
田
ん
ぼ
の
他
に
も
甘
藷

を
植
え
る
畑
を
作
り
、
農
業
体
験
を
通
じ

て
、
宿
泊
客
の
誘
致
や
子
ど
も
達
の
学
習

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

一
人
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
よ
！　
　

①

　

４
月
６
日
、
田
之
浦
小
学
校
の
平
成
22
年

度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
唯
一
の
新

入
生
、
大
原
龍
樹
さ
ん
が
先
生
・
在
校
生
・

地
域
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
が
作
っ
た
花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ

り
入
場
し
た
龍
樹
君
。
井
手
正
博
校
長
先

生
が
「
た
っ
た
一
人
の
入
学
生
だ
け
ど
、

決
し
て
寂
し
く
な
い
。
み
ん
な
が
仲
良
く

遊
ん
で
あ
げ
る
か
ら
ね
。」
と
挨
拶
す
る

と
、
在
校
生
全
員
か
ら
は
歓
迎
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
は
龍
樹
君
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
行
わ
れ
、
終
始
緊
張
し
た
面
持
ち
で

質
問
に
答
え
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
宮

沢
賢
治
の
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
を
堂
々
と

暗
唱
す
る
と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

早
く
大
き
く
な
ぁ
れ
！

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
蓬
の
郷
が
開
墾
し
た
田
ん
ぼ
で
、

4
月
17
日
、
初
め
て
の
田
植
え
が
小
学
生

12
名
を
含
む
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

敷
地
内
の
原
っ
ぱ
を
、
諏
訪
建
設
の
協

力
の
下
で
拓
い
た
約
50
平
方
㍍
の
田
ん
ぼ

は
、
日
本
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
普
現

堂
の
水
を
利
用
し
、
無
農
薬
の
お
米
を
作

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
小
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
田
植

え
を
初
め
て
体
験
し
た
よ
う
で
、
大
人
に

教
わ
り
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
精
を
出

し
て
い
ま
し
た
。
２
時
間
足
ら
ず
で
苗
を

植
え
終
わ
る
と
、
み
ん
な
口
ぐ
ち
に
「
楽

し
か
っ
た
」
と
清
々
し
い
顔
。
最
後
は
蓬

の
郷
自
慢
の
お
風
呂
で
、
汗
と
泥
を
流
し

ま
し
た
。

①②

③

④

⑤ ⑥
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左
の
地
図
の
番
号
は
「
ま
ち
の
話
題
」
の
記
事
の
あ
っ

た
場
所
を
表
し
て
い
ま
す
。

泥だらけになりながら頑張りました

田植えをした皆さんで記念写真撮影。稲刈りが楽しみです‼

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と日曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
お
互
い
に
掛

金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し
て
住
民
が
交

通
事
故
に
よ
り
死
傷
し
た
と
き
、
交
通
事

故
の
被
災
者
及
び
そ
の
遺
族
に
対
し
て
見

舞
金
を
送
る
た
め
の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　

�

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
で
志
布
志
市

内
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

さ
れ
て
い
る
方
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。（
出
稼
ぎ
、
就
学
な
ど
で
一
時

的
に
転
出
さ
れ
る
方
で
も
加
入
可
）

■
共
済
掛
金

　

一
人
当
た
り
５
０
０
円
で
す
。

　
（
中
途
加
入
者
に
つ
い
て
も
同
額
で
す
。）

　

共
済
期
間

■�

市
で
申
込
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か

ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ

　

志
布
志
市
役
所
本
庁
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

　

志
布
志
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
３
）

　

松
山
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
４
８
７
ー
2
１
１
１
（
内
線
２
１
3
）

新しい教科書を手に式場を後にする龍樹君

志
布
志
カ
ラ
オ
ケ
交
友
会

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問　

②

　

4
月
14
日
、
松
山
町
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
あ
け
ぼ
の
園
を
志
布
志
カ
ラ
オ
ケ
交
友

会
の
皆
さ
ん
が
訪
問
し
、
約
1
時
間
の
ス

テ
ー
ジ
で
入
所
者
の
皆
さ
ん
を
大
い
に
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

同
会
は
平
成
8
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年

で
15
年
目
。
施
設
慰
問
を
し
な
が
ら
、
カ

ラ
オ
ケ
の
他
に
も
踊
り
や
ト
ー
ク
を
織
り

交
ぜ
た
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
、
市
内
外
を

問
わ
ず
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
身
に
付
け
た
芸
で
、

見
て
く
れ
た
方
が
涙
し
た
り
笑
っ
た
り
す

る
顔
が
見
た
く
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と

は
、
代
表
の
有
馬
正
子
さ
ん
の
弁
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
だ
そ
う
で

す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

笑いあり、涙ありの一時間！

宝
満
寺
に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
！

　

宝
満
寺
の
池
を
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
場

所
に
し
よ
う
と
、
４
月
21
日
、
志
布
志
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
で
、
境
内
の
池
に

ホ
タ
ル
の
幼
虫
５
０
０
匹
が
放
流
さ
れ
ま

し
た
。

　

幼
虫
を
育
て
た
ホ
タ
ル
研
究
家
の
西
山

一
市
氏
に
よ
る
と
、
宝
満
寺
の
池
は
日
本

で
も
３
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
生
息
す
る
の

に
良
い
環
境
だ
と
の
こ
と
。
幼
虫
は
、
１

週
間
ほ
ど
で
さ
な
ぎ
に
な
り
、
さ
ら
に
１

か
月
で
羽
化
し
て
、
き
れ
い
な
光
を
見
せ

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
の
安
田
裕
一

氏
は
、「
成
功
す
る
ま
で
に
課
題
は
あ
る

が
、
失
敗
を
繰
り
返
し
て
、
い
つ
か
ホ
タ

ル
の
飛
び
交
う
池
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

素敵な歌声を響かせて来てください!!

「
ま
つ
や
ま
キ
ッ
ズ
合
唱
団
」

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
！

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
合
唱
団
や
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
志
布
志
市
に
招
待
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
学
校
交
流
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に

よ
る
交
流
事
業
を
主
宰
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
・

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ト
日
本
委
員
会
に
よ

り
、「
ま
つ
や
ま
キ
ッ
ズ
合
唱
団
」
13
名

が
5
月
31
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ペ
ー
チ
市

に
あ
る
国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
る
「
国
際

青
少
年
音
楽
祭　

ｉ
ｎ　

ペ
ー
チ
」
に
招

待
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
1
週
間
の
滞
在
の
中
で
、
学
校
訪
問

や
老
人
施
設
の
訪
問
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
2
年
前
の
英
国
リ
バ
プ
ー
ル
市
派
遣

に
続
き
、『
フ
ロ
ム
し
ぶ
し
』
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
空
に
響
き
ま
す
。

ホタルの幼虫を放流する安田会長と子どもたち
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４月２４日はしぶしの日４月２４日はしぶしの日
し ぶ   し

手
作
り
の
お
守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
④

　

４
月
13
日
、
松
山
町
交
通
安
全
母
の
会

が
松
山
小
学
校
を
訪
問
し
、
新
一
年
生
に

交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
、
女
の
子
に

は
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」、
男
の
子
に
は
「
ぜ

ん
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
名
前
の
手
作
り
マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
会
が
新
一
年
生
が
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
、
松
山
地
区
の

児
童
に
例
年
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
早
速
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ

ル
に
結
び
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

会
長
の
橋
口
和
江
さ
ん
は
、「
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、
声
掛
け
、
そ
し

て
ま
た
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
少

し
で
も
交
通
事
故
の
防
止
に
役
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ルールを守って、みんなで交通安全！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
４
月
６

日
か
ら
15
日
の
10
日
間
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
4
月
6
日
に
サ
ン
キ
ュ
ー
志
布

志
店
と
ニ
シ
ム
タ
志
布
志
店
で
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、志
布
志
市
で
は
今
年
に
入
り
、

既
に
死
亡
事
故
が
１
件
発
生
し
て
い
る
状

況
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
抑
制
す
る
た

め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
志
布
志
警
察
署
の
協
力
の
も

と
、
志
布
志
地
区
交
通
安
全
協
会
や
志
布

志
地
区
防
犯
協
会
、
交
通
安
全
関
係
団
体

約
60
人
が
、「
も
う
一
度
よ
く
見
て
渡
ろ

う
手
を
上
げ
て
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

チ
ラ
シ
等
で
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
と
事

故
防
止
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

大
崎
救
急
分
駐
所
開
所　
　

　

４
月
１
日
、
大
崎
町
井
俣
に
大
隅
曽
於

地
区
消
防
組
合
の
大
崎
救
急
分
駐
所
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
落
成
式
並
び
に
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

曽
於
地
区
の
救
急
出
場
は
10
年
間
で

57
％
も
増
加
し
、
そ
れ
に
対
す
る
現
場
へ

の
平
均
到
着
時
間
は
10
分
を
要
し
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
心
肺
停
止
の
よ
う
に
１
分

１
秒
が
生
死
に
関
わ
る
緊
急
事
態
も
発
生

し
て
お
り
、
現
場
へ
の
到
着
時
間
短
縮
が

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

分
駐
所
は
大
崎
の
ほ
か
末
吉
に
も
開
所

さ
れ
、
救
急
出
場
拠
点
は
こ
れ
ま
で
の
３

拠
点
か
ら
５
拠
点
に
増
強
。こ
れ
に
よ
り
、

現
場
到
着
ま
で
の
時
間
を
約
３
分
短
縮
で

き
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

おいしいお米になぁれ‼

案内板の完成を喜ぶ関係者の皆さん

交
通
安
全
を
願
っ
て　

　

4
月
6
日
、
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

曽
於
支
部
長
の
川
越
金
蔵
氏
が
市
役
所
を

訪
問
し
、
新
入
学
児
童
の
た
め
に
交
通
標

識
入
り
定
規
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
道
路
標
識
を
覚

え
て
も
ら
う
交
通
安
全
教
材
と
し
て
役
立

て
て
も
ら
い
た
い
と
、
県
下
の
新
入
学
児

童
全
員
に
対
し
て
、
毎
年
こ
の
定
規
の
寄

贈
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
に
定
規
を
手
渡
し
た
川
越
氏
は
、

「
当
協
会
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

教
育
を
行
い
、交
通
安
全
に
努
め
て
い
る
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
定
規
で
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。」
と
、
贈
呈
に
か
け
る
想
い

を
語
り
ま
し
た
。

福の神様に願いをこめて

小
学
校
入
学
式
で

交
通
安
全
と
防
犯
を
呼
び
か
け　

③

　　　

　ドライバーの皆さん、安全運転を心掛けてくださいね

新入生へのお志ありがとうございました !!

種
田
山
頭
火
句
碑
案
内
板
除
幕
式

　

志
布
志
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
結
成
30

周
年
を
記
念
し
、
種
田
山
頭
火
の
句
碑
の

場
所
を
紹
介
し
た
案
内
板
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
除
幕
式
が
４
月
24
日
、
志
布
志

駅
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

句
碑
に
つ
い
て
は
、
俳
人
の
種
田
山
頭

火
が
昭
和
5
年
に
志
布
志
市
を
訪
れ
46
句

を
詠
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
15

年
に
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
に
2
基
の
句
碑

を
建
立
し
た
の
は
じ
め
に
現
在
9
基
の
句

碑
が
あ
り
、
今
後
5
基
の
建
立
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

式
の
中
で
、
山
崎
利
博
会
長
は
「
こ
の

看
板
の
設
置
に
よ
り
志
布
志
市
の
観
光
行

政
に
協
力
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

残
り
の
句
碑
も
早
急
に
設
置
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

七
福
神
の
石
像
の
除
幕
式　
　
　

⑤

　

4
月
４
日
、
草
野
集
会
場
で
七
福
神
の

石
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
草
野
農
村
環
境
保
全
会
（
坂

元
英
仁
会
長
）
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
の
と
し
て
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
作
戦
」
等
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

な
か
で
、
活
動
の
一
環
と
し
て
建
て
た
も

の
で
、
市
内
の
穴
見
正
さ
ん
と
岩
本
剛
さ

ん
が
約
３
か
月
か
け
て
彫
り
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
農
地
や
農
業
施
設
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
地
域
を
守
る
優
先
的
な

課
題
と
考
え
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
一
般

住
民
も
含
め
て
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

除
幕
式
で
坂
元
会
長
は
「
こ
の
七
福
神

に
見
守
ら
れ
て
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

第
16
回
親
子
田
植
え
交
流
会　
　

⑥

　

4
月
９
日
、有
明
町
野
井
倉
の
水
田
で
、

子
ど
も
達
を
は
じ
め
総
勢
40
人
に
よ
る
田

植
え
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
協
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
が
生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
図
る
た
め
毎
年

開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
水
田
を

管
理
し
て
い
る
上
野
克
比
古
さ
ん
が
「
こ

の
水
田
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
極
力
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。
収
穫
時
期
に
な
っ
た

ら
と
な
り
の
水
田
と
比
べ
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
水
田
に
素

足
で
入
る
と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
一
株
ず

つ
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
く
の
山
林
で
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
下
野
井
倉
公
民
館

で
昼
食
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

校門前で記念撮影する山之内さん親子

これまで以上の迅速な救命を期待します

安心・安全なまちづくりのために
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第
16
回
霧
島
親
善
空
手
道
大
会

　

３
月
22
日
に
、
全
日
本
少
林
寺
流
空
手

道
連
盟
の
第
16
回
霧
島
親
善
空
手
道
大
会

が
行
わ
れ
、
錬
心
舘
志
布
志
支
部
の
皆
さ

ん
が
次
の
と
お
り
優
秀
な
成
績
を
修
め
ま

し
た
。

皆さん、おめでとうございます‼

人
権
の
花
運
動
の
開
校
式　
　

　

４
月
26
日
、
松
山
小
学
校
で
人
権
の
花

運
動
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
小
学
生
が
協
力
し
て
花

を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
児
童
の
情
操
を

よ
り
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
優
し
さ
や

思
い
や
り
の
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
よ
う
昭

和
60
年
か
ら
鹿
児
島
県
内
の
小
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

開
校
式
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
山
本

力
さ
ん
が
挨
拶
さ
れ
た
あ
と
、
同
小
６
年

の
有
薗
茉
莉
奈
さ
ん
の
作
っ
た
標
語
「
咲

か
そ
う
よ 

み
ん
な
の
心
に
・
ひ
ま
わ
り

を
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
と
、
人
権
の

花
で
志
布
志
市
の
花
で
も
あ
る
「
ひ
ま
わ

り
」
の
種
、
そ
し
て
、
ひ
ま
わ
り
を
育
て

る
た
め
に
必
要
な
ジ
ョ
ウ
ロ
が
児
童
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
終
了
後
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
『
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん
』
が
登
場
。
み
ん
な
、
歓
声

を
あ
げ
て
抱
き
つ
い
た
り
し
た
あ
と
、
一

緒
に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

６
月
１
日
は

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
こ
の
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
「
全
国

一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

●
日
時　

６
月
１
日
（
火
）
10
時
～
15
時

●
場
所　

�

改
善
セ
ン
タ
ー
農
事
研
修
室

①
（
市
役
所
本
庁
隣
り
）

　
　
　
　

志
布
志
支
所
５
階
会
議
室

　
　
　
　

泰
野
地
区
公
民
館

 

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　

℡
０
９
９
４
ー
４
３
ー
６
７
９
０
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先
に
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科

学
大
臣
へ
国
指
定
天
然
記
念
物
と
す
る
よ

う
答
申
が
出
さ
れ
て
い
た
『
志
布
志
の
カ

ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
植
物
生
育
地
』
は
、
２
月

22
日
付
で
告
示
さ
れ
、
正
式
に
国
指
定
の

天
然
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
本
市
の
国
指
定
文
化
財
件

数
は
６
件
と
な
り
、
国
登
録
文
化
財
件
数

は
２
件
、
県
指
定
文
化
財
件
数
は
16
件
と

な
り
ま
し
た
。

　

カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
の
植
物
は
、
熱
帯
か
ら

亜
熱
帯
地
方
の
急
流
河
川
の
岩
床
に
固
着
し

て
生
育
す
る
水
生
種
子
植
物
で
、
葉
状
の
根

で
光
合
成
す
る
特
殊
な
植
物
群
で
す
。

　

現
在
、
世
界
中
で
は
約
50
属
３
０
０
種

以
上
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
近

隣
地
域
で
は
中
国
大
陸
及
び
海
南
島
で
分

布
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
台
湾
・
琉
球
列
島
・
朝
鮮
半
島
で
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
植
物
と
し
て

は
、
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
属
２
種
、
ウ
ス
カ
ワ

ゴ
ロ
モ
属
４
種
の
計
２
属
６
種
が
知
ら
れ
、

い
ず
れ
も
絶
滅
危
惧
種
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
分
布
域
の
狭
い
固
有

種
で
、
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
の
種
が
南
九

州
の
特
定
の
河
川
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
内
で
は
、
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
が

安
楽
川
に
、
ウ
ス
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
が
前
川
と

安
楽
川
に
生
育
し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

ウ
ス
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
は
、
世
界
中
で
も
志
布

志
の
こ
の
二
つ
の
河
川
に
の
み
生
育
が
確

認
さ
れ
て
い
る
固
有
種
で
す
。

　

ま
た
、
安
楽
川
で
み
ら
れ
る
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ

ウ
と
ウ
ス
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
の
異
属
異
種
が
共
生

し
て
い
る
現
象
は
、
世
界
的
に
も
大
変
珍
し

い
貴
重
な
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
の
植
物
は
、
水
質
・

水
量
・
水
温
・
水
深
・
流
速
・
日
照
等
の

複
雑
な
条
件
が
、
安
定
的
に
確
保
さ
れ
る

限
ら
れ
た
環
境
に
し
か
生
育
で
き
ま
せ
ん
。

　

南
九
州
の
シ
ラ
ス
台
地
が
浸
食
さ
れ
て

出
来
た
溶
結
凝
灰
岩
の
川
床
で
、
豊
富
な

湧
水
に
守
ら
れ
て
、
生
育
環
境
が
維
持
さ

れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
貴
重
な
天
然

記
念
物
が
今
日
ま
で
生
育
し
続
け
ら
れ
た

と
い
え
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
カ
ワ
ゴ
ケ

ソ
ウ
科
植
物
を
県
指
定
文
化
財
と
し
て
、

そ
の
保
護
と
生
育
環
境
の
保
全
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
生
活
排
水
や
畜
産
廃
水
の

河
川
へ
の
流
入
な
ど
、
多
く
の
河
川
で
生

育
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
、
前
川
・

安
楽
川
の
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
植
物
は
地
域

の
方
々
の
文
化
財
保
護
意
識
が
高
い
こ
と

に
守
ら
れ
、
比
較
的
に
安
定
し
た
生
育
状

況
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
、
国
内
で

唯
一
、
国
指
定
を
受
け
た
生
育
地
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
国
指
定
は
、
本
来
、
志
布
志
の

自
然
環
境
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
も
の
な

の
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
方
々
の
文
化
財
愛
護
や
河
川
環
境

保
全
の
意
識
の
高
さ
を
国
が
顕
彰
し
た
勲

章
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

私
達
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
今
後
も
カ

ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
植
物
の
生
育
地
の
環
境
保
全

に
努
め
、
こ
の
美
し
い
自
然
環
境
を
大
切
に

し
子
孫
へ
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
『
志
布
志
の
カ
ワ
ゴ
ケ

ソ
ウ
科
植
物
生
育
地
』の
指
定
に
よ
っ
て
、

市
内
の
国
指
定
の
文
化
財
は
６
件
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
特
別
天
然
記
念

物
の
『
枇
榔
島
亜
熱
帯
性
植
物
群
落
』、

天
然
記
念
物
の
『
志
布
志
の
大
ク
ス
』、

有
形
文
化
財
の
工
芸
品
で
安
楽
山
宮
神
社

の
『
銅
鏡　

唐
草
鴛
鴦
文
様
一
面
』、
記

念
物
の
史
跡
で
『
志
布
志
城
跡
』、
同
じ

く
名
勝
で
『
志
布
志
麓
庭
園
（
天
水
氏
庭

園
・
平
山
氏
庭
園
・
福
山
氏
庭
園
）』
で
す
。

　

こ
の
他
、
国
登
録
の
文
化
財
と
し
て
も

記
念
物
の
名
勝
で『
清
水
氏
庭
園
』と『
鳥

濱
氏
庭
園
』
の
２
件
が
あ
り
ま
す
。

志
布
志
の
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
植
物
生
育
地

国
指
定
天
然
記
念
物
に
決
定

～
「
世
界
で
唯
一
、
前
川
と
安
楽
川
の
ウ
ス
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
」
～

珍しいウスカワゴロモ（左）とカワゴケソウ(右)の混生

ウスカワゴロモ

カワゴケソウ

宮路　理緒さん

宮路　理緒さん

内村風羽香さん

久保園沙妃さん

樽野　拓海さん

久保園結衣さん

第三位

優　勝

第二位

第二位

第二位

優秀賞

黒・茶色帯
の部

小学五・六年
の部

同

小学三・四年
の部

白・黄色帯
の部

幼児の部

みんなでりっぱな花を育てようね

N
e
w

s

協会に加盟する6社の方々が整備してくださいました

市
の
指
定
史
跡
を

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備

　

４
月
13
日
、
志
布
志
市
造
園
協
会
（
又

木
道
二
会
長
）
が
、
市
内
の
市
指
定
史
跡

二
か
所
の
環
境
整
備
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
約
10
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
、
松
山
町
尾
野
見
の
銭
ケ
迫

一
里
塚
と
有
明
町
蓬
原
の
惣
持
院
跡
の
周

辺
を
、
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
志
布
志
は
千
年
の
歴
史
を
誇
る
『
歴

史
の
街
』
と
聞
い
て
お
り
、
多
く
の
史
跡

や
文
化
遺
産
が
あ
る
の
で
、
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
、
文
化
財
の
保
護
と
活

用
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
、
同
協
会

は
意
欲
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
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志
布
志
港
湾
振
興
協
議
会
臨
時
総
会
開
催

　

４
月
８
日
に
志
布
志
港
湾
振
興
協
議
会

の
第
１
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
国

際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
選
定
推
進
検
討
部

会
」
の
設
立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

バ
ル
ク
と
は
、バ
ラ
積
み
貨
物
の
こ
と
で
、

志
布
志
港
に
は
、
配
合
飼
料
の
原
料
と
な

る
と
う
も
ろ
こ
し
等
が
年
間
約
３
０
０
万

㌧
輸
入
さ
れ
て
る
い
ま
す
。
国
は
こ
の
輸

入
港
を
全
国
で
数
箇
所
選
定
し
、
大
量
輸

入
す
る
こ
と
に
よ
り
安
価
か
つ
安
定
的
な

飼
料
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
際
バ

ル
ク
戦
略
港
湾
検
討
委
員
会
を
開
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
部
会
は
、
国
が
進
め
て
い
る
「
国

際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
構
想
」
に
志
布
志
港

が
選
定
さ
れ
る
た
め
の
様
々
な
協
議
、
検

討
を
行
い
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る
鹿
児
島

県
が
国
に
応
募
す
る
際
、
地
元
の
意
見
を

反
映
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社 

萬
來
は
、
昭
和
51
年
に

設
立
さ
れ
「
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
宣

伝
販
売
し
、
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
を
よ
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

志
布
志
町
に
お
い
て
珊
瑚
製
品
の
製
造

と
販
売
業
を
始
め
ま
し
た
。
南
九
州
随

一
の
本
珊
瑚
専
門
店
と
し
て
も
有
名
で

す
。

　

平
成
11
年
か
ら
は
、
地
元
で
採
れ
た

さ
つ
ま
い
も
や
黒
豚
を
原
料
と
し
た
菓

子
類
や
食
肉
加
工
品
の
製
造
を
開
始
し

て
全
国
有
名
百
貨
店
で
販
売
。
製
造
量

増
産
の
た
め
、
平
成
14
年
に
は
現
在
の

社
屋
と
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

珊
瑚
製
品
か
ら
食
品
製
造
に
乗
り
出

し
た
き
っ
か
け
は
、「
心
を
込
め
て
作
っ

た
さ
つ
ま
い
も
が
、
規
格
外
品
と
し
て

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
忍
び
な
い
と

思
い
、
生
産
者
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ

れ
ば
…
」
と
語
る
立
堀
社
長
。
機
械
類

を
極
力
導
入
せ
ず
に
な
る
べ
く
人
手
を

か
け
る
事
で
一
人
で
も
多
く
雇
用
し
た

い
と
、
地
元
雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
衛
生
管
理
と
新
鮮
な
も
の
を

消
費
者
へ
届
け
る
事
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
弁
当
類
は
朝
3
時
か
ら
製
造
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

全
国
的
に
商
品
の
評
価
が
高
く
、
最

近
で
は
あ
る
Ｔ
Ｖ
番
組
の
「
激
ウ
マ
空
弁

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
同
社
の
黒
豚
を
使
っ

た
弁
当
が
全
国
44
空
港
中
、
第
4
位
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
5
年
ほ
ど
前

に
は
社
内
ブ
ラ
ン
ド
『
芋
蔵
』
の
商
品

が
モ
ン
ブ
ラ
ン
博
覧
会
で
全
国
2
位
に

選
ば
れ
、
Ｔ
Ｖ
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
際
、『
志
布
志
の
芋
蔵
』

と
放
送
さ
れ
、
会
社
名
だ
と
勘
違
い
し

た
視
聴
者
や
取
材
の
問
い
合
わ
せ
が
全

国
か
ら
市
役
所
や
警
察
等
に
殺
到
し
、

関
係
者
に
は
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た

と
社
長
は
笑
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
を
意

識
し
、
志
布
志
で
得
ら
れ
た
原
料
を

使
っ
た
商
品
の
開
発
も
積
極
的
に
進

め
、
イ
チ
ゴ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
販
売

も
始
め
ま
し
た
。ま
た
、伊
勢
丹
デ
パ
ー

ト
で
は
志
布
志
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
好

評
を
博
し
、
今
後
は
楽
天
な
ど
を
通
じ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
力
を
入

れ
て
、
志
布
志
を
売
り
込
ん
で
行
く
と

の
事
。
お
客
様
が
買
求
め
に
全
国
か
ら

志
布
志
の
工
場
ま
で
来
て
も
ら
え
る
様

な
気
持
ち
で
、
商
品
作
り
を
し
て
い
き

た
い
と
語
り
ま
す
。

●株式会社　 萬來　　
●設立　　　昭和51年7月
●所 在 地　志布志町安楽 4623-5
●事業内容　�珊瑚製品、菓子類、食品類の製

造販売
●従業員数　68人
●お問合わせ
	 TEL	 099-472-3835
	 URL	 http://www.banrai.jp/

志布志企業訪問
vol.21

みなとを見学しませんか？
　平成 21 年 3 月 28 日に志布志港新若浜地区国際コンテナターミナルが
供用開始されました。このターミナルを含め、みなとを見学してみませ
んか？
■見学コース
　① 1時間コース・・・港の現地見学（説明含む）
　② 2時間コース・・・室内研修及び港の現地見学（説明含む）
※�原則10人以上の団体での申し込みになります。お申込みは港湾商工課まで。
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株
式
会
社　

萬
來

　

志
布
志
の
特
産
品
を
全
国
へ
発
信

芋蔵『リトモ』（写真
①）、『唐芋タルトモン
ブラン』（写真②）　／
ＴＶのランキングで全
国 4 位になった『か
ごしま黒豚角煮弁当』
（写真③）

会長の濵﨑氏（写真左）
と社長の立堀氏（写真
右下）、社員の方々（写
真④）／社内の工場と
珊瑚製品の作業場から
一コマ（写真⑤、⑥）

　平成 21 年３月 31 日以降にお勤めされていた会社等をやむ
をえず離職された方（非自発的失業者）につきまして、一定
の期間、国保税や高額療養費の所得区分について軽減される
ことになりました。
※�軽減を受けるには「雇用保険受給資格者証」を

持っている方の申請が必要です！
■軽減内容について
　�非自発的失業者の給与所得を 30/100 にして国保税を算定
することにより、軽減します。また、高額療養費の所得区
分も同様に算定し、判定します。
　　※�同一の世帯に属するその他の被保険者の所得は、通常

の計算となります。
■非自発的失業者について
　�対象者は、雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者
となります。具体的には、次のとおりです。

【確認方法】�「雇用保険受給資格者証」（本人所持）による確認
とし、「離職年月日　理由」欄の「理由コード」が
次のコードであれば、対象となります。

対象となる理由コード
特定受給資格者 「11」「12」「21」「22」「31」「32」
特定理由離職者 「23」「33」「34」

　※�特定受給資格者とは…�倒産解雇等の事業主都合により離
職した者

　※特定理由離職者とは…�雇用期間満了などにより離職した者
■軽減期間について
　平成 21 年３月 31 日以降の非自発的失業者について、平成
22 年４月１日以降の国保税について適用され、離職日の翌日の
属する月から離職日の属する年度の翌年度末までとなります。
例 ：離職日	 H21.9.10 ⇒軽減期間　H22.4 ～ H23.3
　　離職日	 H22.3.31 ⇒軽減期間　H22.4 ～ H24.3
　　離職日	 H22.5.15 ⇒軽減期間　H22.5 ～ H24.3
※�軽減期間内に対象者が就職し、社会保険等に加入すると、
軽減期間は終了します。
■申請について
　�非自発的失業者に該当する方は、次の書類等を持参のうえ、
申請してください。
　●雇用保険受給資格者証
　●�国民健康保険証（国民健康保険未加入の方は必要ありま

せん）
■申請の窓口
　本　庁	 保健課　国民健康保険係
　志布志支所	 福祉課　保健係
　松山支所	 市民課　保健係
　　　問い合わせ先
　　　本庁　保健課　国民健康保険係
　　　TEL　474-1111（内線 123 ～ 125）

非自発的失業者の方の国民健康保険税の軽減について

　厳しい雇用失業情勢が続いている中、住居を喪失した離職者
の増加が懸念されていますが、離職者で住宅を喪失した方又は
喪失するおそれのある方に、住宅費の給付を行います。
■支給対象者
　次の①～⑦のいずれにも該当する方が対象です。
①平成 19 年 10 月 1日以降に離職した方
②�離職前に、主たる生計維持者（自らの労働により賃金を得
て主として世帯の生計を維持する者）であった方
③�就労能力及び常用就職の意欲があり、公共職業安定所への
求職申込みを行う方又は現に行っている方
④住宅を喪失している方又は喪失するおそれのある方
⑤�月収が単身世帯にあっては約 108,200 円未満（住宅手当支
給額＝家賃額＊－（月収－８.4 万円））、２人世帯にあっ
ては 172,000 円以内、３人以上世帯にあっては約 203,500 円
未満（住宅手当支給額＝家賃額＊－（月収－ 17.2 万円））
である方
　※�家賃額は住宅手当基準額（単身世帯：24,200 円、
複数世帯：31,500 円）が上限 

⑥�申請者及び申請者と生計を一にする同居の親族の預貯金の
合計額が、単身世帯にあっては50万円以下、複数世帯にあっ
ては 100 万円以下である方

⑦�雇用施策による貸付け等及び地方自治体等が実施する住居
等困窮離職者に対する類似の貸付け又は給付を､ 申請者及
び申請者と生計を一とする同居の親族が受けていない方

■支給要件
　支給期間中に、原則週１回以上求人先へ応募を行うなど常
用就職に向けた就職活動を行っていただきます。
　具体的な内容につきましてはお問い合わせください。
■支給額、支給期間等
①支給月額　�単身世帯 24,200 円、複数世帯 31,500 円を上限

とし収入や家賃額により決定します。
②支給期間　�6 箇月間を限度とします。ただし就職活動を誠

実に継続していた場合は、３箇月を限度に延長
することができます。

　なお、住宅入居初期費用（敷金・礼金、当初に支払いを要
する費用等）は支給対象外です。これらの捻出が困難である
場合には、社会福祉協議会の「総合支援資金（住宅入居費）
融資」を利用することができます。
※�その他、手続きの流れ詳細な内容につきましては下記まで
お問い合わせください。
■問い合わせ先
　市役所福祉課保護係　℡ 474-1111（内線 177 ～ 179）

①

③

④

②

⑤ ⑥

住宅喪失離職者へ住宅費を給付します



　月　日　 　会　場　 　時　間　
５ 月　19 日（水）新橋地区公民館
６ 月　２ 日（水）志布志支所５階会議室

  16 日（水）有明改善センター
７ 月　７ 日（水）志布志支所５階会議室

  21 日（水）新橋地区公民館
８ 月　４ 日（水）志布志支所５階会議室

 18 日（水）有明改善センター
９ 月　１ 日（水）志布志支所５階会議室

  15 日（水）新橋地区公民館
10 月　６ 日（水）志布志支所５階会議室

20 日（水）有明改善センター
11 月　３ 日（水）※祝日のため休み

  17 日（水）新橋地区公民館
12 月　１ 日（水）志布志支所５階会議室

  15 日（水）有明改善センター
１ 月　５ 日（水）志布志支所５階会議室

  19 日（水）新橋地区公民館
２ 月　２ 日（水）志布志支所５階会議室

16 日（水）有明改善センター
３ 月　２ 日（水）志布志支所５階会議室

  16 日（水）新橋地区公民館

毎月
第 1・３水曜日

午後 1：00
∼

　午後 5：00

平成 22 年度

「女性支援相談室」を開催します！

ひとりで悩まないで・ ・ ・

配偶者やパートナーからの暴力（DV）、
悩みや問題を抱えている方の相談を
女性相談員がお受けします。
　ひとりで悩まないで、私達といっしょに
解決方法を見つけましょう。

企画政策課女性支援対策室男女共同参画係
☎　０９９－４７４－１１１１（内線 250・255）
FAX ０９９－４７４－２２８１

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.50

ビデオ・ＤＶＤ貸出案内
　男女共同参画に関するビデオ（VHS）・DVD を
学習・研修用に無料でお貸ししています。
　女性も男性も性別に関係なく、ともに活躍で
きる社会について、みなさんで考えてみません
か。
　お気軽にご活用ください。

お気軽に相談してください 日常生活の中のあらゆる悩みや問題について、女性相
談員がいろいろな相談に応じます

◆女性支援相談室（時間 13：00 ～ 17：00）
　毎月第 1 水曜日　志布志支所
　　　第 3 水曜日　有明改善センター・新橋地区公民館（交互に開設）

◆専用フリーダイヤル（月～金 8:30 ～ 17:00）

　0120-7
な

8
や

6
む

-0
お

5
ご

4
じょ

【団体名】　志布志市地域女性連絡協議会　有明支部
【会員数】　60 名
【代表者】　橋口　節子（はしぐち　せつこ）

　女性団体の必要性を感じる中で、会員一人一人が自主性を
もってボランティア活動に取り組み、やさしさや温もりが感
じられる地域づくりを目指しています。　

■活動内容
　①毎月１回の定例会
　②交通安全母の会活動
　③結核予防運動
　④県下一周駅伝接待（手打ちそば等の出店）
■会員募集
　　楽しく活動しています。お気軽にご連絡ください。

◆対象	 　自治会・PTA・老人クラブ・事業所・各種団体等
◆内容	 ・男女共同参画社会について
		  ・�ＤＶ ( ドメスティック・バイオレンス ) とセクシュアル・ハラス

メントについて
		  ・ 「男女（ひと）がともに輝くまちづくりプラン」について

 

グループ紹介 

ビデオ一覧
タイトル名 時間

１ 21 世紀はみんなが主役
～男女共同参画社会基本法のあらまし～

23 分

２ 地域こぞって子育てを！
薬丸裕英が聞く樋口先生の育児支援ガイド

28 分

３ cheer up ！チアップ！あなたを応援します
～いつでもどこでも誰でもチャレンジ～

40 分

４ （改訂版）根絶！夫からの暴力 ‘04
～あなたは悩んでいませんか？～

30 分

５ 広がる未来！私が選ぶ
～チャレンジする女性たち～

29 分

６ 元気に再チャレンジ！
～キラキラしている女性たち～

25 分

７ 体験！発信！チャレンジ ･ストーリー
～まちづくりにかける元気な女性たち～
（ダイジェスト版）

各 39 分

８ ワーク・ライフ・バランス
～働きがいのある職場と生き生きとした暮らし～

27 分

ＤＶＤ一覧
タイトル名 時間

１ 体験！発信！チャレンジ ･ストーリー
～まちづくりにかける元気な女性たち～

各 29 分

２ 夢へのパスポート
～まちづくりにかける元気な女性たち～

各 29 分

３ 配偶者からの暴力の根絶をめざして
～配偶者暴力防止法のしくみ～

35 分

４ ワーク・ライフ・バランスを知っていますか？
～働くオトコたちの声～

27 分

５ 明日への道しるべ
～まちづくりにかける元気な女性たち～

各 30 分

市民のみなさんに「男女共同参画社会」について知っていただくための事業ですが、男女共同参画に対しては、
まだまだ堅苦しいイメージや誤った認識をもっていらっしゃる方が多いのが現状です。
　日頃、あまり意識していなかった “男女共同参画 ”について、いっしょに学んでみませんか？

「出前講座」
～みなさまのところへうかがいます～



図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会）	 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会）	 14 時～

新刊案内
■幸せをはこぶ天使のパン  　　　宇佐美聡子 著

　頚髄損傷、全身麻痺、脳機能
障害。レース中の事故ですべて
を失った元競輪選手が作るパン
は、いつしか「天使のパン」と
呼ばれるようなった・・・。
　今や順番３年待ちの、奇跡の
パン屋の物語。

■オープン・セサミOpen　Sesame　久保寺健彦 著
　人生の扉よ、「ひらけ、ゴマ！」
オトナたちが経験する６つの
“ 初めて ”。そこに新たな可能
性が待っている、かも・・・。
　思いがけない “ 人生初体験 ”
に右往左往する老若男女を描い
た短編集。『別冊文芸春秋』掲
載を単行本化。

今月のテーマ図書
「レジャー」

今月のテーマ図書
「家庭菜園」

休館日カレンダー（本館）
May　5月

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 June　6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
16 17 18 19 20 21 22

おはなし会（読み聞かせ会）
安 楽 分 館　５月　8日（土）午前１０時３０分～
志布志分館　５月２２日（土）午前１０時３０分～

本　　館　５月２２日（土）午後　２時～
香月分館　５月２９日（土）午前１０時３０分～
松山分館　５月　８日（土）午後　２時～
有明分館　５月１５日（土）午前１０時～

  図書館へ行こう！ ■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

○
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○
○

夜 7 時まで開館時間を延長 !（平日の本館のみ）
　市立図書館（本館）は、利用者のサービス向上を図るため、開館時間が 1 時間延長されます。
　なお、各分館は変更ありません。詳しくは、市立図書館までお問い合わせください。
●延長される日　　　土日祝日除く平日（火～金）午前９時から午後７時までです。
※土曜、日曜、祝日の開館時間は、これまでどおり午前９時～午後６時までです。

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

○

図書館で司書の仕事を体験してみませんか！？

一 日 図 書 館 司 書 を 募 集 中 ！
　市立図書館では、司書の仕事（本の貸出しや整理など）を体験し、図書館の役割や仕組み

を学習するとともに、本への興味をもってもらうために一日図書館司書を募集します。

■対象者	 市内の小学校５・６年生並びに中学生
■期　間	 ６月から３月までの毎月第４土曜日（１回に２人ずつ）
■時　間	 午前 10 時～午後３時まで
■募集人員	 20 人（初めての人を優先し、多数のときは抽選とします）
■準備するもの	 昼食（お弁当）
■申込先	 �市立図書館、有明分館（改善センター内）、松山分館（やっちくふれあいセ

ンター内）
■申込期限	 ５月 20 日（木）まで
■その他　�詳しくは市立図書館（℡ 472-3322）までお問合わせください。
　　　　　また、募集案内のチラシ（申込書）は、学校を通じ、児童、生徒便で配布してあります。

　
『
市
報
し
ぶ
し
』
今
月
号
の
タ
イ
ト
ル

文
字
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
大
江

美
樹
さ
ん
（
志
布
志
町
志
布
志
）
で
す
。

　

以
前
は
、
結
婚
式
な
ど
の
司
会
の
お
仕

事
で
、
遠
く
は
四
国
や
奄
美
大
島
ま
で
出

向
い
た
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

司
会
業
の
傍
ら
養
護
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
に
15
年
に
わ
た
っ
て
踊
り
を
教
え
続

け
、
平
成
9
年
10
月
に
鹿
児
島
県
精
神
保

健
福
祉
協
議
会
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
大

江
さ
ん
の
、現
在
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は『
筆

と
針
』。

　
『
筆
』
は
お
寺
の
中
で
お
坊
さ
ん
た
ち

と
一
緒
に
華
道
や
書
道
の
稽
古
を
受
け
て

い
た
事
が
あ
り
、
あ
る
時
、
書
を
見
た
方

か
ら
自
分
に
も
書
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ

れ
た
事
が
、
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

精
神
統
一
し
て
気
持
ち
を
込
め
、
太
い

筆
で
一
気
に
描
か
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

書
は
、
し
か
し
な
が
ら
荒
々
し
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、優
し
く
暖
か
み
に
溢
れ
、

そ
れ
は
書
と
同
じ
く
描
き
続
け
て
い
る
お

地
蔵
様
や
お
坊
さ
ん
の
絵
の
、
ほ
っ
こ
り

と
し
た
表
情
に
も
一
貫
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
が
書
い
た
も
の
を
見
て
、
元
気

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
書
へ
の
想

い
を
語
る
大
江
さ
ん
の
評
判
が
人
づ
て
に

広
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
カ
ツ
オ
船
や
マ

グ
ロ
船
の
大
漁
旗
や
焼
酎
の
銘
な
ど
、
数

多
く
の
作
品
を
手
懸
け
て
元
気
を
与
え
続

け
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
『
針
』
は
、
洋
裁
・
和
裁

と
も
に
得
意
で
（
写
真
で
お
召
し
の
服
は

大
江
さ
ん
が
着
物
を
洋
服
に
仕
立
て
直
し

た
も
の
で
す
！
）、
実
に
多
芸
多
才
の
持

ち
主
で
あ
る
大
江
さ
ん
。
今
後
の
抱
負
に

つ
い
て
「
仕
事
や
楽
し
み
を
通
じ
て
色
々

な
ご
縁
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
大
切
に
し

な
が
ら
悔
い
の
な
い
人
生
を
生
き
た
い
」

と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

人との出会いを大切に、書を書き続けています。

Vol40.大江美樹さん

ご家族をイメージして描いた屏風絵の一部、ニッコリと幸せな気持ちになりますね。
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４
月
に
行
っ
た
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯
も
処
置
歯
も
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

朱
あ や か

花ちゃん 晃
こ う や

哉ちゃん 澄
す み れ

怜ちゃん 未
み こ

瑚ちゃん

春
は る な

菜ちゃん はるひちゃん ほのかちゃん 彩
あ や の

乃ちゃん 夕
ゆ う

昊ちゃん

偉
い っ さ

咲ちゃん 武
た け る

佳瑠ちゃん 桃
も も か

花ちゃん

スクーリング・サポートセンター　ふれあい教室「松風」の紹介

　現在、志布志市では 24 校の小・中学校で２，９００名あまりの児童生徒が学んでいま
す。その中で、全児童生徒の１％を超える子どもたちが、様々な悩みや課題を抱えなが
ら学校へ登校したくても登校できずに家庭に引きこもっている現状があります。
　本市では、そんな子どもたちが一人でも学校に登校してほしいという思いから、平成
16 年度から適応指導教室、スクーリングサポートセンターふれあい教室「松風」を設
立しています。これまでも多くの子どもたちがその中で通級をしながら学校への登校及
び高校進学等をしています。

■主な支援内容等
　志布志市のスクーリング・サポートセンターふれあい教室「松風」を紹介します。こ
の「ふれあい教室」は、学校に登校できなくて悩んでいる児童生徒のために様々な支援
を行い、子どもたちの学校復帰（社会的な自立）を目指すものです。

	 ●支援内容
	 　・家庭に引きこもりがちな児童生徒への支援及び保護者への教育相談
	 ●教室での活動内容
	 　・教科の学習、交流活動、スポーツ教室、体験活動、読書活動など
	 ●その他
	 　・教室の開設時間は、月曜日から金曜日までの午前９時から午後４時までです。
	 　・子どもたちは、概ね午前 9時から午後３時まで教科学習や運動を行います。

　様々な理由から、友だちや先生方と楽しく過ごせるはずの学校に登校できずに悩んでいる児童生徒、また保護者の皆
様のために少しでもお役に立ちたいと考えています。
　気軽にご相談ください。見学も可能です。
	 　　　　■問い合わせ先	 	 施設名  スクーリング・サポートセンター　ふれあい教室「松風」
	 	 	 	 	 住　所　志布志市志布志町安楽 201-13（志布志運動公園体育館内）
	 	 	 	 	 電　話　473-3516
	 	 	 	 	 　　　　472-1111（教育委員会学校教育課　内線 322）

　 場所：志布志市文化会館ホール
　　　　　 受付：午後１時
　　　　　 開会：午後１時 30 分
				    　※第１回目の学習日と準備する物を確認してください。

特別講演		 「生きがいの哲学」

講　　師		 橋
はしぐち

口　滿
みつる

　氏（鹿児島方言研究会会長）
お問合わせ
志布志市生涯学習センター（志布志市文化会館）		  ４７２－３０５０/ ３０５１
生涯学習センター有明（有明農村環境改善センター）	 ４７４－１１１１（内線３５７）
生涯学習センター松山（やっちくふれあいセンター）	 ４８１－４０００

　鹿児島県立博物館では、自然・環境保護が世界的な課題
となっている中、郷土の自然を見つめ、科学する心を育み、
自然と共生する心を培うため、親子自然観察会や環境調査
等の体験活動など、住民参加型で行うとともに、鹿児島の
自然や地域の自然等を紹介する展示活動を志布志市教育委
員会と共同で実施します。

■展示活動
　●期　　間	 �平成 22 年 6月 10 日 ( 木 ) ～ 13 日 ( 日 )
	 	 9：00 ～ 17：00
　●会　　場	 志布志市文化会館
	 	 １階ロビー及び２階集会室
　●内　　容	 �鹿児島と世界の昆虫，志布志の自然など、

約 5,600 点展示
■楽しい実験
　●期　　間	 平成 22 年 6月 10 日 ( 木 ) ～ 13 日 ( 日 )
	 	 9：00 ～ 17：00
　●会　　場	 志布志市文化会館　１階集会室
　●内　　容	 �液体窒素を使った実験、その他の科学工

作や体験活動
■星空観察会（事前に申し込みが必要です。）
　●日　　時	 平成 22 年 6月 11 日 ( 金 )
	 	 19：30 ～ 20：30
　●会　　場	 志布志市立香月小学校校庭
　●定　　員	 １００人

　●募集期間	 平成22年5月17日 (月 ) ～ 6月6日 (木 )
　●内　　容	 �屋外で春から夏の星空観察と、天体望

遠鏡を用いた土星や金星などの観察。
（※雨天時は同校体育館において天文教
室を実施します。）

■自然観察会（事前に申し込みが必要です。）
　●日　　時	 平成 22 年 6月 12 日 ( 土 )
	 	 10：00 ～ 15：00（昆虫分野、地質分野）
	 	 13 日 ( 日 ) ※動物分野は午前中のみ
	 	 10：00 ～ 15：00（動物分野、植物分野）
　●集合場所	 志布志市文化会館駐車場
　●募集定員	 �各分野　20 人（小学生以上、ただし小学

生は保護者同伴）
　●募集期間	 平成22年5月17日 (月 ) ～ 6月6日 (木 )
　●内　　容	 午前：�分野別に屋外へ出て自然観察と採

集を行う。
	 	 午後：�採集した資料の名前付けや標本作

製を行う。
※�土曜・日曜日にまたがって２つの分野を受講することも
できます。また、雨天時は中止となります。（不明なと
きは電話でお確かめください。）
■申込・問い合わせ先
　　志布志市教育委員会　生涯学習課　文化財管理室
　　　　　　　　　　　℡  472-1111（内線 340、343）
　　　　　　　　　　　Fax473-1880

志 布 志 市 生 涯 学 習 講 座 開 講 式

航
こうせい

世ちゃん 陽
あきら

ちゃん

久
ひ さ き

喜ちゃん 百
も も か

花ちゃん

 博 物 館 が や っ て き た 　 i ｎ 　 志 布 志 市 ！

無料歯科検診と健康相談
■日時	　６月５日（土）午後２時～午後４時
■場所	　アピア１階パブリックコーナー
■内容	�　�歯科検診、歯みがき指導、歯科全般に関

する相談保健士による健康相談など
■対象者　�どなたでも結構です。多数のご参加をお

待ちしています。
■主催	　曽於郡歯科医師会
■問い合わせ先
	 曽於郡歯科医師会　公衆衛生担当
	 ℡ 099-487-3210

博
ひ ろ と

仁ちゃん

愛
あ み る

未琉ちゃん

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教 育 委 員 会 情 報 ネ ッ ト
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
光化学オキシダント高濃度発生にご注意ください
光化学オキシダントとは

　光化学オキシダントとは、工場や自動車から排出される窒素酸化物
などが紫外線により光化学反応を起こし生成される酸化物質で、ほと
んどがオゾンです。
　近年では、大陸からの影響や成層圏オゾンの降下による光化学オキ
シダント濃度の上昇が見られます。
　特に春季や秋季の日差しが強く、気温が高く、風が弱い日に、高濃
度になりやすい傾向にあります。

人体への影響は？
目がチカチカしたり、のどに刺激を感じることがあります。

光化学オキシダント注意報などの発令基準
光化学オキシダント濃度が一定の基準に達した場合は、注意
報等を発令し、市役所やマスコミなどを通じて速やかに市民
の皆さんにお伝えすることにしています。
区　分 発令基準

注意報 光化学オキシダント濃度が 0.12ppm以上となり、かつ気象条件からみて当該大気汚染の状態が継続す
ると認められるとき

警　報 光化学オキシダント濃度が 0.4ppm以上となり、かつ気象条件からみて当該大気汚染の状態が継続する
と認められるとき

光化学オキシダント注意報が発令されたら

次の点に注意してください。
　1．マスコミの報道に注意してください。
　2．屋外での過激な運動を控えてください。
　3．自動車の使用や外出は控えてください。
　4．��目やのどに刺激を感じるときは、水道水などで洗眼やうがいを行ってください。また、症状に応じて医療機関
　  　を受診してください。
　なお、被害を受けた方は、県保健所又は市役所まで連絡をお願いします。
■問い合わせ先
	 市民環境課　環境政策室　099-474-1111（内線 132、133、134）
	 出典：鹿児島県ホームページ（http://www.pref.kagoshima.jp/kurashi-kankyo/
	 kankyo/taikisouon/taikiosen/photochemical_oxidant/oxidant.html）

こどもエコクラブに登録しませんか？
　環境省では、幼児から高校生までを対象に、環境活動に取り組むクラブ（集団）の登録を行い、登録クラブに
対し様々な連携や支援を行う「こどもエコクラブ」事業を実施しています。
詳しくはこどもエコクラブホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ先
　市民環境課　環境政策室　099-474-1111（内線 133）
　こどもエコクラブホームページ　http://www.ecoclub.go.jp

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

給水栓設置に関する問い合わせ等について
　今回は、給水栓設置に関する問い合わせの多かった事柄
を掲載します。
　Ｑ：給水栓とは何？
　Ａ：�給水栓とは、ダムからの水を畑に使用するための開

閉装置のことで、畑の土手等に丸いコンクリートで
囲って設置します。（水使用料は、給水栓から畑に水
を使う時に発生しますので、水を使わなければ発生
しません。）

　Ｑ：給水栓を設置したら、個人負担があるの？
　Ａ：�県営事業期間中であれば、給水栓までは個人負担な

しで設置できます。
　Ｑ：�給水栓を設置したら、維持管理費の個人負担がある

の？
　Ａ：原則として、維持管理費の個人負担はありません。
　Ｑ：給水栓を設置したら、設置した畑は売買できないの？
　Ａ：�畑として使用する場合は、いつでも自由に売買でき

ます。
	 但し、宅地目的の売買については、原則として、　
　　　宅地には転用できませんので注意してくだい。
　Ｑ：�畑を将来宅地にしたいが、給水栓を設置したらどう

なるのか？
　Ａ：�原則として、一旦給水栓を設置すると宅地には転用

できません。従って、宅地に転用予定の畑には設置
しないでください。

　Ｑ：給水栓の位置を変更（移動）したいのだが？
　Ａ：�一旦設置した給水栓を移動する場合は、自己負担に

なりますのでご了承ください。
　Ｑ：給水栓を設置したいがどこに申込めばいいの？
　Ａ：�右記の問い合わせ先窓口で申し込んでください。（所

有者の印鑑が必要です。）

　このように、給水栓までは県営事業期間中であれば無料
で設置できますし、維持管理費の自己負担もありません。
　また、畑を賃貸している場合に、借り主が水を使いたい
場合は、農地法上の利用権設定を行なえば設定期間中は借
り主が水使用料を払うことで、水利用できます。その場合、
給水栓が設置されていないと水利用もできませんので、是
非とも給水栓を設置していただきますようお願いします。

スプリンクラー等の散水における注意について
　スプリンクラーやレインガン等の散水器具により散水さ
れる場合、散水が道路にかかり路面が濡れてバイクが転倒
する事故が発生したり、また、隣の畑にまで農薬がかかっ
たなどの事案が発生しています。散水される場合には、予
め散水試験を行い散水範囲の確認や風による影響等を考慮
するなど、十分に注意してください。
　畑かん事業に関するお問い合わせについては、気軽に下
記までご連絡ください。
■問い合わせ先
	 曽於東部土地改良区　　　　℡ 487-2986
	 曽於南部土地改良区　　　　℡ 471-0171
	 本庁農政課畑かん推進室　　℡ 474-1111
	 松山支所産業振興室　　　　℡ 487-2111
	 志布志支所産業振興室　　　℡ 472-1111
	 県畑かんセンター　　　　　℡ 482-2547

～
畜
産
課
よ
り
～

口
蹄
疫
に
関
す
る
牛
肉
等
の

　
　
　
　
　
　
　

安
全
性
に
つ
い
て

　

現
在
、
宮
崎
県
に
お
い
て
牛
や
豚
な
ど
の
偶
蹄

類
（
蹄
の
数
が
偶
数
の
動
物
）
に
感
染
す
る
口
蹄

疫
と
い
う
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伝
染
病
は
伝
染
力
が
強
く
、
ま
た
、
発

病
に
伴
う
発
育
障
害
等
に
よ
り
畜
産
農
家
に

大
き
な
経
済
的
被
害
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
在
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
家
畜
の
移

動
制
限
や
防
疫
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
蹄
疫
は
牛
や
豚
な
ど
の
偶
蹄
類
の
病
気
で

あ
り
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
感
染
し
た
家
畜
の
肉
や
牛
乳
が
市
場
に

出
回
る
こ
と
は
あ
り
せ
ん
が
、
仮
に
感
染
し
た

家
畜
の
肉
や
牛
乳
を
摂
取
し
て
も
人
体
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
畜
産
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
２
）

～
市
民
環
境
課
よ
り
～

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の

　
　
　
　
　
　
　
　

延
期
に
つ
い
て

　

宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
の
感
染
予
防
に

万
全
を
期
す
た
め
、５
月
17
日（
月
）～
28
日（
金
）

の
期
間
に
予
定
し
て
た
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
口
蹄
疫
の
終
息
状
況
を
勘
案

し
て
、再
度
、回
覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
市
民
環
境
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

2010.5 ■市報しぶし　2021　市報しぶし■ 2010.5

光化学オキシダント

窒素酸化物、炭化水素

太陽

紫外線 光化学反応

自動車 工場・事業場

農業委員会から
新しい農業委員
　　　　　を紹介します
市議会から新しく森村イチ子さんが
農業委員に選任されました。
■問い合わせ先　市農業委員会
　℡ 487-2111( 内線 301)　　　　　　森村イチ子さん

光化学オキシダント発生のメカニズム

畑地かんがい事業のお知らせ
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糖
尿
病
予
防
に
つ
い
て
（
運
動
編
）

　

糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
、
基
本
は
、

食
事
と
運
動
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は
、
特
に
運
動
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

運
動
を
行
う
最
大
の
目
的
は
、
摂
取
し

た
栄
養
（
ブ
ド
ウ
糖
）
を
体
内
の
中
で
円

滑
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

適
度
な
運
動
は
筋
肉
を
使
う
た
め
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
こ
で

筋
肉
は
ブ
ド
ウ
糖
を
、
血
液
中
か
ら
取
り

込
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
、
血
糖

値
が
下
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
運
動

す
る
こ
と
で
、
脂
肪
組
織
や
筋
肉
が
イ
ン

ス
リ
ン
に
反
応
し
や
す
く
な
り
、
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
を
細
胞
に
取
り
込
ま
せ
る
働

き
が
上
昇
し
ま
す
。
脂
肪
細
胞
や
筋
肉
に

ブ
ド
ウ
糖
を
と
り
込
ま
せ
る
働
き
を
す
る

の
が
イ
ン
ス
リ
ン
な
の
で
、
運
動
す
る
こ

と
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
助
け
、
さ

ら
に
イ
ン
ス
リ
ン
を
節
約
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

も
し
、
い
つ
も
よ
り
少
し
食
べ
過
ぎ
た

と
し
て
も
、
運
動
を
す
れ
ば
、
ブ
ド
ウ
糖

は
消
費
さ
れ
、
血
糖
値
も
上
昇
せ
ず
、
肥

満
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
昔
に
比
べ
て
乗
り
物
に
依
存

し
た
生
活
を
送
り
、
日
常
的
に
も
運
動
不

足
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

現
代
の
生
活
で
は
、
運
動
不
足
に
よ
り
肥

満
だ
け
で
は
な
く
、血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
、

す
い
臓
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
運
動
は
必
要

と
な
り
ま
す

・
血
糖
を
下
げ
る

・
体
重
を
減
ら
す

・
心
肺
機
能
の
向
上

・
下
肢
筋
力
の
強
化
・
老
化
の
予
防

・
血
液
の
循
環
を
良
く
す
る
。

・
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
気
分
転
換
等

　

運
動
は
血
糖
値
を
下
げ
る
と
同
時
に
脂

肪
細
胞
を
燃
焼
さ
せ
る
役
割
も
あ
り
、
肥

満
の
解
消
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
体
を
動
か
す
の
も
楽
に
な
り
、

日
常
生
活
も
快
適
に
な
り
ま
す

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
に
は
有
酸
素
運
動

が
大
変
有
効
で
す
。
有
酸
素
運
動
と
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
の
軽
い
付
加
の
か

か
っ
た
運
動
を
持
続
さ
せ
て
行
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
運
動
し
始
め
は
血

糖
値
を
下
げ
る
作
用
が
あ
り
、
20
分
間
を

過
ぎ
る
と
脂
肪
細
胞
を
燃
焼
さ
せ
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
血
糖
値
上
昇
と
肥
満
予
防

の
両
方
に
有
効
に
作
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
特
別
に
気
負
っ
て
運
動
す
る
の
で

は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
続
け
ら
れ
る

運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●�

１
日
に
15
分
～
60
分
程
度

　
（
最
低
15
分
～
20
分
は
続
け
る
。）

●�

食
後
１
時
間
～
２
時
間
以
内
に
実
施
す
る

（
血
糖
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
時
間
帯
）

●
週
３
～
５
回

●�

運
動
の
効
果
は
持
続
す
る（
期
限
は
３
日
）

　

毎
日
無
理
し
て
続
け
る
よ
り
、
長
く
継

続
す
る
方
が
効
果
は
持
続
し
ま
す
。
水
分

の
補
給
に
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。（
の
ど

が
渇
か
な
く
て
も
水
分
を
摂
取
す
る
）
ま

た
、
運
動
の
前
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や
整

理
体
操
を
行
う
こ
と
で
怪
我
等
の
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
血
糖
が
低
く
な
り

具
合
が
悪
く
な
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
な
ど
治
療
中
の
病
気
の
あ

る
方
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
年
の
特
定
健
診
は
５
月
か
ら
、
随

時
始
ま
り
ま
す
。
自
分
の
体
の
状
態
を

知
る
機
会
と
し
て
、
是
非
受
診
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所市民課  Tel 487-2111

生
活
習
慣
病
を

予
防
し
よ
う
！
④

な
ぜ
運
動
が
必
要
？

運
動
の
効
果

ど
の
よ
う
な
運
動
が
効
果
的
？

新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

　

新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
で

は
、「
松
山
城
址
を
取
り
巻
く
環
境
に
ふ
れ

合
う
人
々
の
輝
く
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
活
性
化
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
初
夏
に
、
松
山
小
学
校
近
辺
に
位

置
す
る
八
反
田
地
域
で
老
人
ク
ラ
ブ
、
商

工
会
婦
人
部
な
ど
各
種
団
体
に
呼
び
か
け
、

「
彼
岸
花
の
里
づ
く
り
」
に
向
け
た
彼
岸
花

の
球
根
植
え
が
地
域
一
体
と
な
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
昔
の
よ
う
な
田
園
風

景
を
再
現
し
よ
う
と
、「
美
し
い
景
観
づ
く

り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
万
３
千

球
の
球
根
を
延
長
１
・
５
㌔
ほ
ど
植
栽
し
ま

し
た
。
彼
岸
花
は
毎
年
秋
分
の
頃
に
見
頃

を
迎
え
、
黄
金
色
の
稲
穂
の
中
を
赤
色
で

彩
り
、
道
行
く
歩
行
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
菜
の
花
の
播
種
や
桜

の
植
樹
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
四
季
を

通
じ
て
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
あ
る
文
化
遺
跡
を
再
認

識
し
て
も
ら
お
う
と
昭
和
４
年
築
造
の
「
石

蔵
」
を
活
用
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
蔵
ビ
ア
ホ
ー
ル
や

石
蔵
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
石
蔵
水
族
館

な
ど
、
ア
イ
デ
ィ
ア
溢
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
毎
回
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
す
。

　

新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
活
動
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
の
原
点

で
あ
る
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

地
域
の
中
高
生
も
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
企
画
の
段
階
か
ら
中
高
生
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
若
者
の
発
想
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
の
野
村
広
志
さ
ん
は
、「
住
民
の

皆
さ
ん
に
地
域
に
残
る
財
産
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
新
橋
の
魅
力
を
外
に
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

に
少
し
で
も
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
取
組

み
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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浄
化
槽
法
定
検
査
受
検
の
お
願
い

　

浄
化
槽
法
で
は
、
こ
の
維
持
管
理
の
た

め
に
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、
こ
れ

ら
が
適
切
に
行
わ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が

正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
す
る

「
法
定
検
査
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
1
回
行
う
定
期
検
査
は
、
こ
れ
ま

で
11
人
槽
以
上
の
比
較
的
大
き
な
浄
化
槽

と
官
公
署
分
は
す
べ
て
検
査
し
て
い
ま
し

た
が
、
10 

人
槽
以
下
の
家
庭
用
の
浄
化

槽
も
検
査
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
た
め
、

平
成
17 

年
度
か
ら
順
次
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、
法

定
検
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
必
ず

受
検
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※
法
定
検
査
は
、
事
前
に
指
定
検
査
機
関

か
ら
ハ
ガ
キ
に
よ
り
実
施
日
の
通
知
を
し

ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

　

市
で
は
、
専
用
住
宅
に
合
併
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

補
助
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
建
売
住
宅
は

除
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
浄
化
槽
設
置
に
係
る
補
助

金
額
は
次
の
通
り
で
す
。

●
５
人
槽　

33
万
２
千
円

●
７
人
槽　

41
万
４
千
円

●
10
人
槽　

54
万
８
千
円

公
共
用
水
域
保
全
事
業
補
助
金

　

市
で
は
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い

る
、
く
み
取
り
便
所
、
単
独
浄
化
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
に
転
換
ま
た
は
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
（
下
水
道
）
に
接
続
し
、
家

庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
適
正
に
処
理
し

た
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
単
独
浄
化

槽
、
く
み
取
り
便
所
の
撤
去
及
び
合
併
浄

化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
て
、
１

件
当
た
り
10
万
円
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
市
役
所
環
境
政
策
室
環
境
整
備
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

●
志
布
志
支
所
市
民
課
環
境
衛
生
係

　

℡
４
７
2
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

検査手数料
単独処理浄化槽 4,000 円
合併処理浄化槽 6,000 円
■問い合わせ先

●㈶鹿児島県環境検査センター

　　℡ 099-223-3185

●大隅地域振興局　保健福祉環境部

　　志布志保健所駐在

　　℡ 472-1410

１００kcalの食べ物・飲み物

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel 474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
糖尿病予防のポイント

適正な食事 

規則正しく、ゆっく

り食事することが

大切 

習慣的な運動 

楽しく、継続する

ことが大切 

ストレス解消 

疲労をためない 

※インスリンとは 

血糖値を下げる働きを

もつ唯一のホルモン

で、「すい臓」から分泌

  

 

            

肥満予防、脂肪減少 筋肉の血流改善

糖尿病の予防 

インスリンの働きが改善、すい臓の負担軽減

100 ｋ cal 消費する運動

３０分

２０～２５分

１０分

　軽い散歩
　軽い体操

　速歩
　自転車（平地）

　ジョギング
　テニス

石蔵水族館

彼岸花の里づくり

※栄養については 7月号に掲載します。

プリン（小）1個 焼酎（25度）0.4合

ショートケーキ1/3 アンパン1/2 クッキー3枚
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不
当
請
求
に
つ
い
て

　

無
料
と
思
っ
て
利
用
し
た
サ
イ
ト

か
ら
、
思
わ
ぬ
高
額
な
請
求
を
さ
れ

た
場
合
を
「
不
当
請
求
」
と
い
い
ま

す
。

■
相
談
１

 　

無
料
と
表
示
さ
れ
た
、
着
メ
ロ

を
ダ
ウ
ン
ロ
―
ド
し
た
ら
、「
登
録

完
了
」
と
表
示
さ
れ
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
登
録
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
高
額
な
登
録
料
を
請
求

す
る
メ
―
ル
が
届
い
た
。

■
相
談
２

　

完
全
無
料
と
う
た
っ
て
い
る
、
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
広
告
を
見
て
、
気

軽
に
登
録
し
た
。
後
日
、
業
者
か
ら

高
額
な
登
録
料
を
メ
ー
ル
や
電
話
で

請
求
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
不
当
請
求
を
受
け
た

ら
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
わ
な

い
。

②
自
分
か
ら
は
、
連
絡
し
な
い
。

③�

悪
質
な
場
合
は
、
警
察
へ
連
絡
す

る
。

　

ま
た
、利
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、

あ
ま
り
に
高
額
な
請
求
を
受
け
た
時

に
は
、す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
当
請
求
へ
の
対
策
は
、
無
視
す

る
の
が
一
番
で
す
。
し
か
し
、
最
近

は
「
小
額
訴
訟
」
を
利
用
し
た
手
口

が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
を
登
録
し
た
覚
え
が
な

い
、
あ
る
い
は
利
用
し
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
て
も
、「
小
額
訴
訟
の
呼

出
状
」「
裁
判
所
か
ら
の
支
払
督
促
」

と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
放
置
せ
ず

に
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
で
は
、
巡
回
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

  

日
程
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
の
く
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.9

市町村ごとに警報・注意報を発表します
　気象庁では、平成 22 年 5月 27 日午後１時から、気象に関するすべての警報・注意報を市町村ごとに発表します。
　現在、鹿児島地方気象台では警報・注意報を「鹿児島・日置」「曽於」のように県を 12 地域に細分して発表していますが、
これからは、「志布志市」といった市町村名を明示して発表します。
　これにより、お住まいの地域が警報・注意報対象地域になっていることがよりよくわかりやすくなります。
　また、大雨警報を発表する際には、特に警戒が必要な災害を「大雨警報（土砂災害）」、「大雨警報（浸水害）」のように、
警報名に併せておしらせします。

※ただし、１７７天気予報電話やテレビ、ラジオで放送する際は、
重要な内容を簡潔かつ効果的に伝えられるように、これまでどお
り市町村をまとめた名称でお知らせする場合があります。
		  お問合わせ
		  鹿児島地方気象台　防災業務課
		  TEL　099-250--9919

大雨や洪水による災
害から身を守るため
に利用してね

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 284）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 321）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

■オラレ志布志 4 月・5 月番組表

5　

月

開
催
場
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大
村

●●●● ●●

場
外

　

●
■
●
■
●
■
●
■
●
■
●
■
●
●　 ●　 ●　 ●　 ★　 ★　 ★　 ★　 ★　 ★　

ナ
イ
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●

■
　
■
　
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

　

●

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
　丸亀GⅢ新鋭リーグ

蒲郡3日目

戸田ＧⅢ新鋭2日目

鳴門ＧⅢ渦の女王決定戦3日目

若松

　

6　

月　
　

開
催
場
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大
村
●●● ●●●●●●

場
外
●　 ●　 ●　 ●

●
●　 ●　

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●
■
●
■
●
■
●
■
●
■
●
■
●

ナ
イ
タ
ー

　

●

　

●

■

●

■

●

■

●

■

●

■　
　
■　
　

　

●

　

●

　

●

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

大村

津GⅠ周年つつじ賞王座決定戦

住之江2日目

蒲郡GⅠ周年

大村

       　オラレトピックス
　競艇初心者の方も安心！　初心者競艇教室を随時開催中！（約20 分無料）

「オラレ志布志」は、4 月 24 日（しぶしの日）に開設 1 周年を無事に迎えました

常滑ＧⅢ企業杯

唐津5日目

唐津ＧⅢ女子リーグ2日目

浜名湖

唐津ＧⅢ新鋭リーグ

若松GⅠ周年 住之江ＧⅢ企業杯

住之江 丸亀 若松

唐津GⅠ周年 芦屋 浜名湖SG笹川賞

大村 大村

丸亀ＧⅢ企業杯

若松

　4月 24 日、「オラレ志布志」館内で、記念イベントが行われました。その中で、

市長から、「この日を迎えられたのは、お客様をはじめ、地元住民の皆様のご理解、

ご協力並びに大村競艇、金峰株式会社等の関係者各位のご尽力の賜物であります」

とお礼の言葉がありました。

　この日は、大村競艇場から本場の予想屋さんも来場して競艇教室を行うなど、

館内は大いに盛り上がりました。

　この「オラレ志布志」の売上金の一部はオラレまちづくり基金として積み立て

られており、教育、福祉、商工業振興などのために役立てていきます。 多くの来場者の中であいさつをする市長

■ファンクラブ＆メルマガ会員募集４月 24 日から随時受け付け開始！

オラレ志布志に来場ごとに１ポイント！ポイントに応じて、ガソリン券やアピア商品券と交換！入会キャン

ペーン中は特典満載！ メルマガ会員募集中！ http://orale-cbc.com

2010.5 ■市報しぶし　24

相　談　窓　口「この写真を見たらみんなここに来たくなる」
皆様のそんなとっておきの一枚を大募集！！
■応募写真の撮影地　　志布志湾に面する５つの市町村
■応募期間　第１回　　2010 年４月１日～ 2010 年 8月 31 日
　　　　　　第２回　　2010 年９月１日～ 2011 年３月 31 日
■応募先　〒899-7199　志布志郵便局私書箱４号「The 湾岸運営委員会」
■問い合わせ先　The 湾岸運営委員会　℡ 473-2367
　　　　　　　　e-mail  info@ohsumi.info
※詳しくは右のＱＲコードにアクセス！（http://p.ohsumi.info）
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短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

わ
が
町
の
港
に
欲
し
き
ガ
ス
灯
と
黄
昏
時
の
曲
モ
ー
ツ
ア
ル
ト	

南　
　

史
郎

僕
日
本
生
ま
れ
の
地
球
育
ち　

人
を
信
じ
る
信
じ
て
い
た
い	

内
村
く
み
子

前
進
も
後
退
も
せ
ず
今
を
生
き
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
寡
黙
な
一
日	

江
口
さ
く
ら

小
間
結
び
爪
立
て
解
き
ぬ
小
包
の
美
徳
な
ら
ざ
る
物
余
り
の
世	

折
田　

縫
子

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
波
を
起
こ
し
て
広
げ
た
り
火
山
灰
拭
き
花
は
な
む
し
ろ筵

と
な
る	

川
崎　

黒
兎

一
日
の
疲
れ
を
い
や
し
時
す
ご
し
す
べ
て
微
笑
む
春
、
三
・
四
月	

小
宮　

展
子

ユ
ト
リ
ロ
の
額
を
見
据
え
て
黄
昏
の　

直
線
道
路
を
帰
心
矢
の
ご
と	

篠
田　

紀
子

潮
騒
を
こ
こ
ま
で
連
れ
て
魚
市
場　

か
す
り
の
お
ん
な
声
つ
や
つ
や
と	

中
園　

茂
甚

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
剥
が
れ
た
爪
は
白
昼
の
女
の
貌
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る	

西　
　

恭
子

楠
若
葉
か
お
る
並
木
路
木
漏
れ
日
の
雫
浴
び
つ
つ
バ
ス
を
待
ち
お
り	

松
原
ひ
ろ
え

短
歌
（
志
布
志
南
船
短
歌
会
）

波
の
間
に
か
す
み
草
の
束
見
え
か
く
れ
人
の
想
を
曳
き
て
消
え
た
り	

竹
永　

南
海

良
き
人
と
会
う
た
め
桜
は
咲
い
た
の
ね
今
日
は
朝
か
ら
許
し
て
ば
か
り	

暉
峻　

康
瑞

草
花
と
田
ん
ぼ
の
匂
い
田
舎
道
車
を
止
め
て
深
呼
吸
を
す
る	

池
ノ
上
一
枝

幾
万
の
群
れ
ゐ
し
鶴
の
親
子
連
れ
優
雅
に
舞
ひ
発
つ
シ
ベ
リ
ヤ
の
地
へ	

岡
元　

初
子

こ
の
朝
の
冷
え
は
ひ
と
際
冷
蔵
庫
の
中
よ
り
く
る
氣
の
ほ
の
暖
か
し	

児
玉　

末
子

ひ
と
り
居
の
媼
と
な
り
て
さ
び
し
さ
の
夜
更
け
の
炬
燵
に
猫
の
背
を
撫
づ	

西
江
美
津
子

如
月
の
光
を
受
け
し
黄
の
み
も
ざ
枝
垂
れ
し
枝　

枝
折
る
ま
じ	

林　
　

靜
子

亡
き
夫
と
笑
ひ
合
ひ
つ
つ
歩
む
夢
幸
せ
だ
っ
た
と
子
に
電
話
し
た	

平
川　

澄
子

せ
せ
ら
ぎ
は
ゆ
っ
く
り
光
の
川
と
な
り
音
高
ら
か
に
春
を
奏
で
る	

益
倉　

睦
美

朝
ご
と
に
清
ら
な
空
氣
を
胸
い
っ
ぱ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
吾
の
倖
せ	

松
下　

芙
美

行
く
末
は
も
う
案
ず
ま
い
と
神
に
任
せ
今
日
の
ひ
と
日
に
両
手
を
合
は
す	

宮
原　

順
子

不
況
風
吹
く
と
ふ
中
に
十
五
人
揃
っ
て
年
越
し
そ
ば
す
す
り
を
り	

山
田　

和
子

子
等
と
共
に
三
回
忌
迎
え
し
読
経
に
瞼
に
浮
ぶ
夫
の
面
影	

山
元
ハ
ツ
ミ

薩
摩
郷き
ょ
う
く句

（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
））

厄や
っ
ば払
れ
も
翁じ

の
懐

つ
く
ら
を
ば
当あ

て
い
し
っ	

竹
之
内
零
余
子

ヒ
ス
女か

か房
ん
大う

ご
え声
い
猫
も
飛つ

っ
退さ

が
っ	

野
村　

三
味

正し
ょ
っ
ち
っ
も
ん

直
者
謎な

ぞ

を
掛か

け
た
や
全ず

る
っ部
吐へ

っ	

橋
口　

笑
二

無む

で

ば
精
婆
を
ば
菜さ

え
ん園
の
雑く

さ草
が
引そ

び張
っ
出で

っ	

樋
渡
草
団
子

選え

い
好ご

の

ま
せ
ん
て
職

し
ょ
っ
が
無ね

可ぐ

ら

し
哀
相
か
世よ	

満
留　

ぐ
み

パ
ソ
コ
ン
の
扱
け
は
毎め

に
っ日
孫ま

ご

い
聞
っ	

福
山　

吉
連

い
っ
こ
じ
ゃ
い
レ
ー
ル
い
乗の

ら
ん
民
主
党	

伊
地
知　

孝

長な

げ
買け

も
ん物
す
っ
た
い
疲だ

れ
た
マ
イ
バ
ッ
ク	

今
村
千
代
子

背せ

が
低ひ

き
や
長な

ご
な
っ
た
影か

げ
見み

と
れ
ち
ょ
っ 	

木
藤　

富
美

合う

か格
っ
た
や
一い

ち
ね
ん
ぶ
ん

年
分
の
鼾い

び

く
け
っ	

新
地　

十
意

小こ

つ

け

も

遣
銭
貰
れ
孫
は
爺じ

さ
ん
の
機ご
嫌
つ
計は

か

っ	

末
村　

琢
詩

地じ

が金
ね
出で

っ
骨こ

っ
と董
ち
知
た
じ
後く

け悔
を
し
っ	

鞍
掛　

五
雄
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市
民
の
広
場

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

春
昼
や
ぽ
か
ん
と
山
を
見
る
埴
輪	

河
野　

通
人

樹
齢
百
年
花
の
命
は
十
日
か
な	

冨
山　

達
次

歳
月
は
人
偽
ら
ず
万
愚
節	

米
澤　

二
郎

遠
ざ
か
る
船
の
灯
お
ぼ
ろ
島
お
ぼ
ろ	
冨
山　

茂
子

画
用
紙
に
は
み
出
た
麒
麟
山
笑
う	
北
野　

治
美

た
ど
た
ど
し
吾
子
の
歌
声
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

吉
村　

万
里

髪
切
っ
て
句
帳
片
手
に
春
の
風	

目
黒　

文
恵

揺
れ
な
が
ら
弓
な
り
に
咲
く
雪
柳	

本
村
ミ
ツ
子

バ
ス
二
台
宇
宙
セ
ン
タ
ー
春
の
旅	

山
口
よ
し
子

ル
ピ
ナ
ス
や
ほ
の
甘
き
香
と
潮
の
香
と	

北
川　

雨
水

藤
の
花
咲
い
て
優
し
さ
零
し
け
り	

奥
野
紀
代
子

犬
ふ
ぐ
り
こ
こ
に
も
小
さ
き
空
写
し	

春
田　

良
子

珈
琲
と
寡
黙
な
人
と
春
の
雨	

和
田　

洋
文

仕事の行き帰りの道を挟んで広がる水田では、田植えが行われました。これか
ら青々と育ち、頭を垂らす姿を眺めながら、季節を感じていくことでしょう。

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多
くの皆様の投稿をお待ちしています。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2010.4



海
上
自
衛
隊
部
隊
初
の

記
念
切
手
が
志
布
志
か
ら
！

４
月
１
日
か
ら
鹿
児
島
県
内
全
郵
便
局

で
好
評
発
売
中
！

鹿屋航空基地から特別に提供された貴
重な写真が切手になりました。

　志布志港には、毎年多数の自衛艦が入港し、まちを賑わし
てくれています。
　そこで、海上自衛隊の宣伝になればと泰野郵便局長の川崎
孝三さんが責任者となり、内之倉郵便局長の田浦天志さんが
作成を担当してオリジナルの切手が完成しました。 
　これは海上自衛隊部隊初の記念切手発行となり、自衛隊関
係者はもとより、多くの方に喜ばれています。
※この切手の詳細につきましては市内の各郵便局
　までお願いいたします。

郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

（No.051/2010-05）

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5枚と、
株式会社タケダから岩盤 LAND
貴宝石の岩盤浴・O2 シャトル
利用券（どちらか１回のみ）を
5人の方にプレゼントします。
（発表は発送をもってかえさせ
ていただきます）

　　　　　安夫さん（88 歳）　　　　　　　　　　松山町尾野見
　「健康のために、特に何もしてはいないよ」と話していましたが、道路から自
宅に延びる急こう配も難なく上り、山菜を採りに山に入ったりと本当にお元気そ
のもの。毎日のように歩いて近所のお友達のお宅に伺っては、お茶を飲みながら
お話をするのが楽しみだそうで、それが安夫さんの長生きの秘訣なのでしょう。
　第二次世界大戦中は出兵し、終戦後一年ほどして引き上げて来た後、家業であ
るでん粉用のカライモ栽培を手掛けていましたが、30 年前にお茶の栽培に転換。
理由を聞くと、「政策の関係ででん粉用のカライモを作る農家が減って来て、自
分たちも選択を迫られた。何を作っていこうか悩んだが、お年寄りにはお茶が付
きものだし、これからは高齢化が進んで、その一番の飲み手が増えて来ると考え
た」とのこと。
　お茶作りを始めたころは、工場や機械の設備投資のために借金をしたり、奥様
が病気で倒れて看病にあたったりと、大変な苦労をなさったそうですが、「誰で
も苦労はするものだから」とにこやかに話す安夫さん。77 歳の時に工場を息子
さんに譲った後は、ランの花を育てながら「くよくよせず、のんびり暮らしたい」
と、今日もお友達とのおしゃべりを楽しんでいます。

　　　智
ともひと

士ちゃん（１歳）  （志布志町志布志）
父　大佑さん　　母　麻奈美さん

　いたずら大好き、毎日元気な智くん。
　病気知らずで丈夫に育ってくれてあり
がとう。これからもすくすく大きくなっ
てね！
　　　　　　　　　　　　　（両親より）

　　　くららちゃん（1歳）　
（有明町野井倉）

父　正文さん　　母　奈里子さん

　食べることが大好きなくぅちゃん♡おいし
いな！おいしいな！と言うと、お尻をフリフ
リして皆を和ませてくれます。両家のじいちゃ
ん、ばあちゃん、いつもくららを可愛がって
くれてありがとう！中学生のお兄ちゃん、小
学生のお兄ちゃんと、いつまでも三人仲良く
健康に育ってください。　　　（両親より）

市
民
の
広
場
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志 布 志 駅 徒 歩 １ 分 、 タ ケ ダ ビ ル ２ 階 に あ る 岩 盤 浴
“ 岩 盤 L A N D 貴 宝 石 ”

　貴宝石は岩盤浴の最高峰の石です。爽快な発汗作用で皆様
にご愛顧いただき、リピーターも多く親しまれております。
特に毎月１０日の感謝Day（９０分、５００円）にはたくさ
んのお客様にご来店いただいております。

からだの中からキレイになる

岩 盤 L A N D 貴 宝 石
営業時間：平日 10:00 ～ 22:00 ／ 土・日 9:00 ～ 22:00
	 　年中無休	
　※予約優先制です。ご予約は℡ 099-472-5311 まで

 高 濃 度 高 酸 素 カ プ セ ル “ O 2 シ ャ ト ル ”

　多くのスポーツ選手が疲労回復や、けがの早期回復
などの目的で使用している高濃度高酸素カプセル。
１回１，０００円６０分の心地よいカプセル休養は如
何でしょうか。 
　新陳代謝やダイエット効果など是非一度お試し下さ
い。

読者プレゼント

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

（上）　　　太
ひかる

陽ちゃん（３歳）　
（下）　　　大

やまと

和ちゃん（４歳）　（松山町）
父　隆一さん　　母　春菜さん

　スポーツ大好きなやまちゃんと、歌うのが
大好きなひぃくん。いつもけんかいっぱい、
仲良し遊びもいっぱいです。
　のびのびと自然の中でいっぱい遊んで、元
気に２人仲良く育ってくださいね。
　　　　　　　　　　　　　　　  （両親より）

　　　千波さん（有明町野神）　　　　 　18 歳
勤務先：志布志市役所（臨時職員）　趣味：部屋の模様替え
休日の過ごし方：
　ドライブや買い物をすること
今のお仕事はどうですか：
　�とっても優しい先輩方に囲まれていて、初めての職場だけどやり
易いです。

夢は？：
　身長を伸ばすこと‼（目標１５５㎝）
先輩から一言（屋野菊恵さん）：
　�千波ちゃんは、仕事もテキパキとこなし、とても頼りになる後輩
です。初めての職場で緊張することもあると思いますが、一緒に
がんばっていきましょう！
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信
号
待
ち
で
…

　

つ
い
先
日
の
雨
の
日
、
交
差
点
で
信

号
待
ち
で
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
前
の
車
か
ら
窓
を
開
け
て
、
お
菓

子
が
入
っ
て
い
た
袋
が
捨
て
ら
れ
ま
し

た
。

　

私
は
と
っ
さ
に
拾
い
に
行
こ
う
と

思
っ
た
時
、
信
号
が
変
わ
り
前
の
車
は

右
折
し
ま
し
た
。
私
の
後
に
も
車
が
３

台
あ
っ
て
、
と
う
と
う
拾
う
事
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
気
に
な
り
、
ま

た
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
袋
は
す
で
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
捨
て
る
神
あ

れ
ば
拾
う
神
あ
り
』
の
こ
と
わ
ざ
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
あ
っ

て
、
き
れ
い
な
町
に
な
る
の
で
す
。
不

用
に
な
っ
た
も
の
は
家
ま
で
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
町
研
67
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

集
落
の
『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
に
参
加

す
る
度
、毎
回
思
う
こ
と
な
の
で
す
が
、

ゴ
ミ
の
中
で
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
一
番

多
い
で
す
。
た
だ
、
以
前
に
比
べ
る
と

全
体
的
に
は
、
ゴ
ミ
が
少
な
く
な
っ
て

来
て
い
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
、
美
化
へ
の
気
持
ち
が
浸
透
し
て
き

て
い
る
と
信
じ
た
い
で
す
ね
。

「
二
等
兵
物
語
」

　

先
月
、
隣
の
串
間
市
へ
映
画
を
見
に

行
き
ま
し
た
。１
９
５
８
年
作
品
の『
二

等
兵
物
語
』
と
い
う
、
昔
懐
か
し
い
喜

劇
映
画
で
す
。

　

主
演
は
当
時
人
気
を
誇
っ
て
い
た
伴

淳
三
郎
、
花
菱
ア
チ
ャ
コ
。
今
か
ら
50

年
以
上
前
の
私
が
幼
か
っ
た
頃
、
映
画

『
二
等
兵
物
語
』
の
撮
影
が
志
布
志
で

行
わ
れ
た
の
で
す
。
す
ず
れ
ケ
浜
、
ビ

ロ
ウ
島
で
の
ロ
ケ
で
、
当
時
漁
師
を
し

て
い
た
父
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演

し
ま
し
た
。
今
で
も
年
配
の
方
で
出
演

さ
れ
た
方
、
ご
存
知
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

許
可
映
画
と
な
り
、
父
が
ど
の
場
面

で
出
て
く
る
の
か
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

見
て
い
た
ら
、
一
番
最
後
に
ヨ
レ
ヨ
レ

の
軍
服
を
着
た
数
十
人
の
漁
師
の
エ
キ

ス
ト
ラ
が
出
て
き
て
『
終
わ
り
…
』。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
コ
マ
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、今
回
見
た
映
画
は『
～

の
巻
』
と
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
志
布
志

で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
志
布
志
で
撮
影
さ
れ
た
、
昔
懐
か
し

い
『
二
等
兵
物
語
』、
上
映
し
て
欲
し

い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
父
恋
し
57
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

志
布
志
ロ
ケ
の
映
画
、
そ
れ
も
お
父

様
が
出
演
し
た
映
画
で
あ
れ
ば
、
そ
の

思
い
入
れ
も
深
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
映

画
は
時
代
を
反
映
す
る
も
の
、
そ
し
て

当
時
の
景
色
を
後
世
に
残
し
て
い
く
も

の
で
す
。
失
礼
な
が
ら
こ
の
映
画
の
こ

と
を
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私

が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
の
志
布
志
の
情

景
を
、
こ
の
映
画
を
通
し
て
見
つ
め
て

み
た
い
で
す
。

お
釈
迦
ま
つ
り
…
中
止

　

市
で
一
番
の
ま
つ
り
が
牛
の
病
気
の

た
め
中
止
に
な
り
、
残
念
で
し
た
ね
。
で

も
牛
の
、
い
え
、
家
畜
全
部
の
た
め
で
す

か
ら
当
然
で
し
ょ
う
。
畜
産
農
家
の
皆
さ

ん
も
心
配
な
事
だ
ろ
う
と
察
し
ま
す
。

　

昨
年
の
五
月
号
を
取
り
出
し
て
、
花

嫁
さ
ん
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
姿
を
見

て
、
今
年
の
花
嫁
さ
ん
を
見
れ
な
い
の

が
ち
ょ
っ
と
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

花
嫁
さ
ん
予
定
の
方
、
お
幸
せ
に
…

（
志
布
志
の
御
在
所
岳
69
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

ま
つ
り
の
中
止
は
、
ま
さ
に
苦
渋
の

決
断
で
し
た
。楽
し
み
に
し
て
い
た
方
、

花
嫁
さ
ん
、
準
備
に
た
ず
さ
わ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
農
家
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
も
残
念
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
み
な
と
ま
つ
り
ま
で
に
は
事

態
も
収
束
し
て
、
市
民
皆
で
大
い
に
盛

り
上
が
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※�読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は 8通のお便りをいただきました）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

に
つ
い
て

　

４
月
号
で
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
は

免
除
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

免
除
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
定
額
の
保
険
料
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
長
い
被
保
険
者
期
間

の
う
ち
に
は
一
時
期
、
保
険
料
を
納
付

で
き
な
い
と
い
う
場
合
も
出
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、

納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
要
件
に
該
当
す
れ
ば
納
付
が
免
除
さ

れ
る
「
法
定
免
除
」
と
、
所
得
が
低
い

た
め
に
納
付
が
困
難
な
場
合
な
ど
の
と

き
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
免
除
さ
れ
る

「
申
請
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
」
は
、
障
害
基
礎
年
金

や
政
令
で
定
め
る
年
金
の
受
給
権
の
あ

る
人
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
人
等
を
対
象
と
し
て
お

り
、
届
け
出
れ
ば
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば

免
除
と
な
る
「
申
請
免
除
」
を
紹
介
し

ま
す
。

■
申
請
免
除
は
４
段
階
で
す
。

�　

申
請
免
除
は
、
①
全
額
免
除
（
納
付
な

し
）
②
４
分
の
３
免
除
（
４
分
の
１
納
付
）

③
半
額
免
除
（
半
額
納
付
）
④
４
分
の

１
免
除
（
４
分
の
３
納
付
）
の
４
段
階

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
人
は

　

●�

所
得
が
一
定
以
下
の
人

　

�　

�

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
あ
く
ま
で

目
安
で
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
（
扶
養
親
族
等
の
数

＋
１
）
×
35
万
円
＋

22
万
円

②
４
分
の
３

　

免
除

78
万
円
＋
扶
養
親
族

等
控
除
額
＋
社
会
保

険
料
控
除
額
等

③
半
額
免
除

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親

族
等
控
除
額
＋
社
会
保

険
料
控
除
額
等

④
４
分
の
１

　

免
除

１
５
８
万
円
＋
扶
養
親

族
等
控
除
額
＋
社
会
保

険
料
控
除
額
等

※
平
成
21
年
7
月
～
平
成
22
年
6
月
分

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
前
々
年
（
平
成

20
年
）の
所
得
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

●�

地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
又
は

寡
婦
で
前
年
の
所
得
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人

　

●�

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

　

●�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

害
や
失
業
に
よ
り
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
と
き

※�

学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
る
人

は
、
申
請
免
除
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

■
障
害
基
礎
年
金
等
と
の
関
係

　

�

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
保
険
料
を
納
め

て
い
る
な
ど
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
同
様
に

な
り
ま
す
。

■
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期

間
等
が
25
年
以
上
必
要
で
す
が
、
免
除

の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
25
年
以
上

と
い
う
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
計
算
す
る
場

合
、
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

 

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算

（
平
成
21
年
４
月
以
降
）

全
額
納
付
し
た
と

き
と
の
比
較

①
全
額
免
除

２
分
の
１
で
計
算

②
４
分
の
３
免
除
８
分
の
５
で
計
算

③
半
額
免
除

８
分
の
６
で
計
算

④
４
分
の
１
免
除
８
分
の
７
で
計
算

※�

平
成
21
年
３
月
以
前
は
計
算
割
合

が
違
い
ま
す
。

■
一
部
免
除
期
間
中
の
未
納

 

一
部
免
除
制
度
は
、
納
付
す
べ
き
一

部
の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
一
部
免
除

が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す

の
で
、
納
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い
場
合
は
、

市
役
所
年
金
係
又
は
鹿
屋
年
金
事
務
所

（
℡
０
９
９
４
ー
42
ー
５
１
２
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

本
庁　
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）
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①住警器の取付場所
住宅・共同住宅（県市町営・アパート）の就寝の用に供する居室（寝室）、寝室がある階の階段など
に設置します。（煙式）

②取り付ける住警器の種類
・寝室、階段（※必須）							       　　　…煙式の住警器
・台所または火災以外の煙を感知し警報を発するおそれのある場所（※推奨）…�煙式または熱式の

住警器
煙式 熱式

煙（けむり）式住宅用火災警報器
・火災の煙に反応して警報音を発します。

熱（ねつ）式住宅用火災警報器
・火災の熱に反応して警報を発します。

メーカーや機種の違いによって様々な形のものが
あります。購入する際は、パッケージなどの表示
で『煙式』・『熱式』をご確認ください。また、左
の『ＮＳマーク』があるものを推奨します。
※�『ＮＳマーク』は、国が定めた規格に適合していること
を日本消防検定協会が鑑定し、合格した住警器に表示さ
れています。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　２月 28 日現在
人　口	 34,428 人	 	 （△ 9）
男　性	 16,233 人	 	 （△ 13）
女　性	 18,195 人	 	 （4）
転　入	 97 人	 　転　出	 　83 人
出　生	 29 人	 　死　亡	 　52 人
世帯数	 15,640 戸	 	 （△ 11）

志布志港　平成 22 年 2月分

　①入港隻数　55 隻（日本 0、外国 55）
　②輸出	 9 億 02 百万円
　③輸入	 85 億 26 百万円

資料　鹿児島税関支署

※市の人口の「△」は減少を表しています。

・平屋建ての場合 ・二階建ての場合

寝室のみの設置となるため、設置個数は 1個 １・２階に寝室がある時は、各寝室と階段踊場の
設置となるため、設置個数は３個

平成 18 年 6 月 1 日付の消防法の改
正により、全国一律に住宅用火災警
報器（住警器）の設置が義務付けら
れました。平成 23 年 5 月末までに
設置することとされています。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

問い合わせ先
大隅曽於地区消防組合消防本部予防課
			   ℡ 099-482-5577
南部消防署		  ℡ 099-477-0119
市役所総務課消防防災係
			   ℡ 099-474-1111

～すべての住宅に
　住宅用火災警報器の設置が義務付けられました～



ストップ滞納
　　今月の納税	 納付期限　５月 31 日（月）　口座振替日　５月 25 日（火）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 固定資産税（1 期）　　　軽自動車税（全期）

動産公売のお知らせ
　昨年 12 月開催の市公売会、及び今年 2 月開催の県市町合同公売会で売れ残った物件や、まだ公売会へ出していない物件十
数点を近日公売します。
　日程等の詳細については、決まり次第、広報紙やホームページに掲載します。

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局

で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試

験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
ま
す
と
、
全
員

が
税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
一
年
間
、

税
務
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を

修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
税
務
署
に

配
属
さ
れ
、
国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
要
項
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
受
験
資
格

　

�

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

■
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

■
申
込
書
の
受
付
期
間

　

�

6
月
22
日
（
火
）
～
6
月
29
日
（
火
）

　
（
通
信
日
付
印
有
効
）

■
第
一
次
試
験　

九
月
五
日
（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
人
事
院
九
州
事
務
局

　

℡
０
９
2
ー
４
３
１
ー
7
７
３
３

●
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

℡
０
９
6
ー
３
５
４
ー
6
１
７
１

●
大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
9
ー
４
８
２
ー
0
０
０
７

※
自
動
音
声
案
内

　

不動産の公売を実施します。参加を希望する人は、下記までお問い合わせください。
●入札日時：平成 22 年 7月 7日（水）９時３０分　　●入札場所：市役所本庁　別館１階会議室
●公売方法：入札による
●物　件
物件番号 場　　　所 地　目 面　積 備　考

1
志布志市志布志町帖 7163 番 8 畑 331㎡ 農用地
志布志市志布志町帖 7163 番 9 畑 90㎡ 農用地
志布志市志布志町帖 7163 番 6 雑種地 149㎡ 共有持分１／３

2
志布志市志布志町安楽 5777 番 6 畑 607㎡ 農用地（転用許可可能地）
志布志市志布志町安楽 5777 番 7 雑種地 1,446㎡
志布志市志布志町安楽 5777 番 1 公衆用道路 283㎡ 共有持分１／３

3

志布志市有明町野神 2068 番 1 宅地 98.08㎡ 三角地・建物有
志布志市有明町野神 2068 番 3 宅地 624.37㎡
志布志市有明町野神 2068 番 4 宅地 726.32㎡
志布志市有明町野神 2068 番 5 宅地 343.74㎡
志布志市有明町野神 2068 番 3 店舗・居宅 54.13㎡

※いずれも公簿表示で現況渡しとします。また、公売中止になる場合もあります。
※市税滞納者、国税徴収法第 92 条及び第 108 条に規定する人は、買受人となることができません。
※��農地について買受けの申込みをしようとする方は、鹿児島県知事等の買受適格証明書の交付を受けなければなりませ
ん。
　（ご不明な点は、市農業委員会、または税務課滞納整理係までお尋ねください）
　・農地法第３条の買受適格証明の場合…６月１０日までに市農業委員会へ申請が必要です。
　　（市外在住の方及び農地法第５条の買受の方の申請につきましては、５月１０日で終了しております）

不 動 産 公 売 に つ い て の ご 案 内

～税まめ知識 ～
　４月から新たな年度が始まり、これから様々な税金の納税通知書や納付書が発送されます。今回は、その「書
類の送達」について説明します。

「書類の送達（しょるいのそうたつ）」

　納税者のみなさんに対する通知は原則として書類で行われ、その書類の到達により効力が発生します。課税や
徴収などに関する書類は、「郵便若しくは信書便による送達」か「交付送達」の方法で、送達を受けるべき人の住所、
居所、事務所または事業所に送達します。
　「送達の方法」には、以下の３つの方法があります。
　①郵便による送達
　②交付送達
　　　�「交付送達」とは、職員等が書類を送達すべき場所で、送達を受けるべき人に書類を交付して行う方法です。

この「交付送達」には、さらに３つの方法があります。
　　　・出会送達（市役所窓口や勤務先など出会った場所で交付すること）
　　　・補充送達（同居の家族等に交付すること）
　　　・差置送達（本人等不在により、玄関や郵便受けなどに書類を差し置くこと）
　③公示送達
　　　�「公示送達」とは、書類を受け取るべき本人の住所、居所等が不明な場合などで、書類の送達が困難であ

ると認められる場合に、通常の送達に代えて市役所の掲示板などで掲示した場合には、掲示から７日を経
過すると、書類の送達があったものとみなす制度のことです。

　※�「送達の推定」の制度があり、郵便や信書便で発送したときは、その郵便物が通常到達すべきであったとき
に、送達があったものと推定するとされています

　※�「みなす」とは「推定する」と異なり反証を許さず、本人が「事実と違う」といっても認められないという
ことです

納税相談について
　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方など、本庁・各支所の税務
窓口にて随時納税相談を実施しております。
　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保する
ため、やむなくあなたの財産（給料、預金、不動産など）を差押えることになります。（法律では、

「督促状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差押えな
ければならない」と定められています。）
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平成21年度 滞納処分等実施状況について
■差押を実施した人数259人
　　　（平成 21 年 4 月～平成 22 年 3 月末現在）
差押の内容　	 	 	 		 	 	

・給　与　47 人	 ・預貯金　64 人		 ・不動産　80 人	
・動　産　  1 人	 ・債　権　67 人	 	
差押の事例を紹介（ほんの一部）

	 ・預金 200 万円を全額差押	 ・毎月 10 万円の給与差押
	 ・捜索にて動産差押
	 ・�不動産差押により担保権の設定権利者（金融機関等）へ差押通知書を送達さ

れたため、本人来庁にて全額完納（不動産差押を執行した場合、「担保権利者
へ差し押さえたことを通知しなければならない」となっております）

　　　�その他、さまざまなケースがあります。来月から新たに今年度の差押実施人数を掲載す
る予定です。

■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
が
契
約
者
と
な
り
、
加
入
手

続
を
行
っ
た
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構
成
員
を
被

保
険
者
と
し
て
、
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
を
幹
事
会
社
と
す
る
損
害
保
険
会

社
（
10
社
）
と
の
間
に
「
傷
害
保
険
」

及
び
「
賠
償
責
任
保
険
」
を
一
括
契
約

し
、
こ
れ
ら
保
険
の
他
に
協
会
で
運
営

す
る
「
共
済
見
舞
金
制
度
」
を
組
合
わ

せ
た
補
償
制
度
で
す
。

■
保
険
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
午
前
０
時
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で

す
。
４
月
１
日
以
後
の
申
し
込
み
は
、

掛
け
金
を
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日
の
午

前
０
時
か
ら
有
効
で
す
が
、
終
期
は
前

記
と
同
様
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
で

す
。

※
鹿
児
島
県
支
部
で
の
受
付
期
間
は
平

成
23
年
２
月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
手
続
き

　

URL

：http://w
w
w.sportsanzen.org

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

●
松
山
支
所　

松
山
教
育
分
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

●
本
庁　

有
明
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

国
民
健
康
保
険
の
加
入
と

　
　
　

喪
失
の
届
出
に
つ
い
て

　

職
場
の
社
会
保
険
等
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
を
含
む
。）
に
加
入
し
て
い

る
方
や
そ
の
扶
養
者
な
ど
を
除
い
て
、

す
べ
て
の
方
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
と
に
な
り
ま
す
が
、
退
職
等

で
社
会
保
険
等
を
喪
失
し
た
時
や
、
国

保
の
方
が
就
職
等
で
社
会
保
険
等
に
加

入
し
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
届
出
は
、
速
や
か
に
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
届
出
が
必
要
な
方
】

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

○��

退
職
し
て
社
会
保
険
等
を
喪
失
し
た

と
き

○�

家
族
が
社
会
保
険
等
の
扶
養
か
ら
外

れ
た
と
き

○�

社
会
保
険
等
の
任
意
継
続
が
切
れ
た

と
き
な
ど

　

※
加
入
の
届
出
に
必
要
な
も
の

　

・
社
会
保
険
等
の
資
格
喪
失
証
明
書

　
　
（�

任
意
継
続
で
あ
っ
た
方
は
、
任
意

継
続
被
保
険
者
資
格
喪
失
通
知
書
）

　

・
印
鑑

　

・���

失
業
中
の
方
は
、
雇
用
保
険
受
給

　
　

資
格
者
証

■
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
場
合

　

○�

職
場
の
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
た

と
き

　

○�

家
族
が
社
会
保
険
等
の
扶
養
に
加

わ
っ
た
と
き
な
ど

　

※
喪
失
の
届
出
に
必
要
な
も
の

　

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

　

・�

社
会
保
険
等
の
資
格
取
得
証
明
書

ま
た
は
新
た
に
加
入
さ
れ
た
社
会
保

険
等
の
保
険
証

　

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁　

保
健
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園

づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
3
月
に
志
布
志
町
上
昭
和

地
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の

入
園
希
望
者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
今

回
、
2
区
画
追
加
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

入
園
期
間
は
、
契
約
締
結
日
か
ら
平

成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
契
約
に
な

り
ま
す
。
農
園
の
１
区
画
当
た
り
の

面
積
は
約
27
㎡
で
、
入
園
料
は
年
額

１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
希
望
の
方
は
、
５
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
入
園
希
望
者
が
多
数
の
時
は
、
抽

選
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
み
先

　

志
布
志
支
所
産
業
振
興
室　

農
政
係

　

℡
４
７
2
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●�松山団地　　１０６号　３階建ての 3階　３DK　 家賃は所得に応じて（最低家賃は 15,800
円）※所得制限あり
■問い合わせ・申込先　●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）
                                             　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

松
く
い
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

平
成
22
年
度
の
松
く
い
虫
特
別
防
除

（
空
中
散
布
）
及
び
地
上
散
布
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
日
時

１
、
特
別
防
除
（
空
中
散
布
）

　

�

予
定
日
時
：
５
月
18
日
（
火
）

　

午
前
５
時
頃
か
ら
７
時
頃
ま
で

２
、
地
上
散
布

　

�

予
定
日
時
：
５
月
20
日
（
木
）

　

午
前
５
時
30
分
頃
か
ら
８
時
ご
ろ
ま
で

　

■
散
布
区
域
及
び
面
積

　

�

志
布
志
運
動
公
園
周
辺
（
稚
子
松
、

松
波
、
若
浜
）
か
ら
有
明
町
通
山
、

押
切
一
帯
の
松
林

　

特
別
防
除　

23
㏊

　

地
上
散
布　

６
㏊

　

散
布
の
際
に
被
害
が
発
生
し
な
い
よ

う
万
全
を
期
し
ま
す
が
、
安
全
か
つ
確

実
に
実
施
す
る
た
め
に
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
程
は
天
候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
防
災
無
線
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
4
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
４
２
２
、４
２
４
）

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

■
そ
の
１

納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
）
に
つ
い
て

　

５
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
を
納
め
て
か
ら
、
税
務

課
で
納
入
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
に
数

日
か
か
り
ま
す
。
車
検
用
の
納
税
証
明

書
を
取
り
に
来
ら
れ
る
方
に
、
確
認
の

た
め
窓
口
で
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
者
保
管
用
（
納
税
通
知

書
の
左
側
）
は
、
車
検
対
象
軽
自
動
車

の
継
続
検
査
に
使
用
で
き
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
口
座
振
替
確
認
後
、
納
税
証
明
書

を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
２

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

体
の
不
自
由
な
方
や
、
精
神
的
障
害

を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
軽
自
動
車
に
対
し
、
障
害
の
程
度

に
よ
り
軽
自
動
車
の
免
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
１
台
に

限
り
ま
す
。）

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
障

害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
等

を
持
参
し
、
５
月
24
日
（
月
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
と
、
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁　

税
務
課　

市
民
税
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

●
志
布
志
支
所　

税
務
課　

税
務
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

●
松
山
支
所　

地
域
振
興
課　

税
務
係

　

℡
４
８
７
―
2
１
１
１
（
内
線
２
2
３
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た

　

低
所
得
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の

障
害
者
等
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
４
月
利
用
分
お
よ
び
補
装

具
の
４
月
決
定
分
か
ら
の
利
用
者
負
担

が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
生
活
支
援
事
業

の
日
常
生
活
用
具
や
日
中
一
時
支
援
事

業
も
、
４
月
決
定
分
か
ら
無
料
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
無
料
化
に
な
る
の
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。（
変
更
箇
所
の
み
掲
載
）

※
食
費
等
実
費
負
担
分
は
無
料
化
の
対
象
外

※
補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
の
基
準
額
を

　

超
え
る
自
己
負
担
分
は
無
料
化
の
対
象
外

※
自
立
支
援
医
療
は
無
料
化
の
対
象
外

※
課
税
世
帯
の
方
の
利
用
者
負
担
は
現

　

行
の
ま
ま
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先 

●
本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
）

所得区分
障害福祉サービ
ス（居宅・通所・
入所施設等）

補装具 日常生
活用具

日中一時
支援事業 世帯の範囲

住民税非課税
世帯（障害者） 無料 無料 無料 無料 本人および

配偶者

住民税非課税
世帯（障害児） 無料 無料 無料 無料 住民基本台

帳上の世帯
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■�基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

パソコン実務科　受講生募集

　ワード、エクセル、パワーポイントの基本操作から職場で
の活用スキルと、インターネットの基礎知識を学習します。
また、ビジネスマナー、コミュニケーション力、職業人意識
をグループで学習しながら就職力アップを目指します。
■期　間　　　7月 21 日（水）～ 10 月 20 日（水）
　　　　　　　毎週月～金　９：００～１６：００
■場　所　　　鹿屋ビジネス専門学校
　　　　　　　鹿屋市白水町２８１　
■募集定員　　２０人
■応募期間　　５月 13 日（木）～ 6月 16 日（水）
■選考日　　　6月 18 日（金）
■申込先　　�　�ハローワークにて、キャリアコンサルティ
　　　　　　　�ングを受けた後、鹿屋ビジネス専門学校へ

申し込んでください。
■受講料等　　�受講料無料。ただし、教材費 5,000 円程度

が必要です。
問い合わせ先
鹿屋ビジネス専門学校　℡ 0994-46-5088

「パソコンビジネス科」職業訓練受講生募集
　パソコンのソフト・ハードに関する知識を習得するとと
もに、ビジネスに必要な財務・販売管理・コミュニケーショ
ン力を学び、幅広い職種に対応できる人材を育成します。
■期　間　　　7月 21 日（水）～ 10 月 20 日（水）
■場　所　　　プライムワークス　℡ 472-5020
　　　　　　　志布志町志布志 3丁目 16 番 8号

■対象者　　　再就職を目指す人
■募集定員　　２０人
■応募期間　　６月１日（火）～６月３０日（水）
■受講料等　　�受講料無料。ただし、教材費 13,000 円程

度が必要です。
問い合わせ先
ハローワーク大隅	 鹿屋高等技術専門学校
℡ 099-482-1265		 ℡ 0994-44-8674

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成22年2月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 2 ６１，０６７，５３８円
1月末国保加入者数 １１，５３７人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２２，６２９円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 １９，０４０円
個 人 負 担 額 ３，５８９円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さん
が医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が
支払った医療費です。
　医療費総額の約84.1％を市（国保）が負担しています。 　

　
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

平成 22 年度職業訓練指導員（48 時間）
　　　　　　　　講習実施のご案内　　　　
　この講習は、職業訓練指導員（職業訓練において訓練を
担当する者）として必要な能力を付与するため、厚生労働
大臣の指定する講習実施要領により実施するものです。
　なお、講習終了後に鹿児島県知事に申請することで職業
訓練指導員免許を受けることができます。

■期　日　　平成 22 年 8月 3日（火）・4日（水）・5日（木）・
　　　　　　    ６日（金）・10 日（火）・11 日の 6日間
　　　　　　　（9：00 ～ 17：00）
■場　所　　雇用・能力開発機構
　　　　　　　鹿児島センター視聴覚等２F（予定）
　　　　　　　　鹿児島市東郡元町１４－３
■主な受講資格
　　　①��技能検定（国家試験）の１級・単一等　級合格者
　　　②�職業能力開発校修了者で４～ 10 年の実務経験者
　　　③�学校教育法による免許職種に関する学科を修め

たもので、大学卒者 2年、短大・高専卒者 4年、
高校卒者 7年の実務経験のある者

■受付期間　5月 31 日（月）～ 6月 11 日（金）必着
■定　員　　30 名（定員になり次第締切ります。）
■受講料　　15,500 円（テキスト代込み。）
申込・問い合わせ先　鹿児島県職業能力開発協会
　　　〒 892-0836　鹿児島市錦江町 9 － 14
　　　TEL　099 － 226-3240　　　　担当者　有川

交通事故無料定期相談会
■日時　5月 26 日（水）　10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険金や過
失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお持ちの方に専
門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談ください。
　　　【ご相談は全て無料、秘密は厳守致します！】

 問い合わせ先
　NPO 法人交通事故被害者救済推進協会
　℡ 0994-65-6405
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2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
　　　　　　　　（平日 9 時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9 時～ 18 時）

若葉会創立 40 周年記念
　　　若葉会キャラクターの募集について

　志布志市内の茶業後継者で組織される「若葉会」では、
市の茶業振興発展と緑茶の消費拡大のため様々な活動を
行っていますが、今年が創立 40 周年目にあたります。こ
の 40 周年を迎えるにあたり、創立 40 周年を記念した「若
葉会」を象徴するキャラクターを作成し、今後の活動に役
立てていきたいと考えています。
　つきましては、下記のとおり「若葉会」のイメージキャ
ラクターを募集しますので、皆様方の多数のご応募をお待
ちしています。
■応募内容　　「若葉会」のイメージキャラクター
■副　　賞　　採用された方１名様にお茶一年分
■募集期間　　平成 22年 6月 18日（金）まで
■応募方法　　�志布志市役所本庁農政課へ持参・郵送・

Eメールのいずれかでご応募ください。
問い合わせ先
本庁農政課茶業振興係	 電話 099-474-1111（内線 433）
　Ｅメールアドレス　tyagyousinkou@city.shibushi.lg.jp

鹿児島県立志布志高等学校音楽部
　　　　　　第 8回定期演奏会　
　本校音楽部のテーマである『人の心に届く音楽を』を目指
して、日頃活動している成果をステージにて発表します。高
校生たちの情熱いっぱいの演奏をお届けできると思います。
　今年は、Ⅰ部『オペラ・ミュージカルの世界』Ⅱ部『年代
別ヒットパレード』と称して、楽しいステージを用意してい
ます。ご家族でお気軽にお越しください。　
■日　時　5月 23 日（日）
　　　　　13：30 開場　14：00 開演　
■場　所　志布志市文化会館
　　　　　（志布志市志布志町志布志 2238 番地）
■入場料　無　料
問い合わせ先
志布志高等学校　099-472-0200（担当：米丸　紀文）

郷土料理教室のご案内
　志布志市生活研究グループでは、食文化と技の伝承を目
的として郷土料理教室を開催します。地産地消や郷土料理
に興味のある方ぜひご参加ください。
■日時　6月 27 日（日）午前９時～午後１時
■内容　�御膳料理（龍馬も食べた！しらす丼、おひら、

酢の物、吸い物など）
■材料費　５００円（当日徴収します）
■場所　有明農業歴史資料館（開田の里）
■定員　先着２０名
■持ってくるもの　エプロン、三角巾、筆記用具
■申込み期限　平成 22 年 6月 11 日（金）
 申込・問い合わせ先　志布志市役所農政課農政係
　　　　　　　　　　　 ℡ 474-1111（内線 425）

 ５月
 ６月

16日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
23日 びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
30日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
 6日 石神診療所（内科、皮膚科） ℡484-0107
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
13日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001 
20日 大山病院（内科） ℡472-1400
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
27日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  山口内科（内科） ℡473-1188 

5月・6月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

5月

6月

■松山地区　
５月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
６月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
■志布志地区
５月 11 日～５月 17 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
５月 18 日～５月 24 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
５月 25 日～５月 31 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
６月 １日～６月 7 日	 山本組	 ℡ 472-1101
６月 8 日～６月 14 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
６月 15 日～ 6月 21 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
６月 22 日～ 6月 28 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
有明地区
５月９日～５月 15 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
５月 16 日～５月 22 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
５月 23 日～５月 29 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
５月 30 日～６月５日	 山中水道	 ℡ 474-1440
６月 6 日～６月 12 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
６月 13 日～６月 19 日	 池崎設備	 ℡ 475-2068
６月 20 日～６月 26 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなるこ
とがあり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日
常生活において、晴天なのに路面が濡れているなどあり
ましたら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道局工務係　℡474-1111（内線483）

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

特設人権相談所（10:00～15:00 有明改善センター農事研修室①
　　　　　志布志支所5F会議室・泰野地区公民館）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室 要予約）※4

女性支援相談室（13:00～17:00 志布志支所5階会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

肺がん検診（有明地区）※2

女性支援相談室（13：00～17：00 新橋地区公民館）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
合同行政相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）

肺がん検診（有明地区）※2
ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センターはぐくみランド）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

土砂災害・全国統一防災訓練訓練（9:00～ 有明十文字地区）

肺がん検診（有明地区）※2

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※2

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※2

特定健診、がん検診（松山地区）（7:00～9:00受付）※2

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
特定健診、がん検診（松山地区）（7:00～9:00受付）※2
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（松山地区）（7:00～9:00受付）※2
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　　（13:00～13:30受付　健康ふれあいプラザ）

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(土)

(日)

(月)

(金)

(土)

(火)

(日)

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

年金移動相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）※3
特定健診、がん検診（松山地区）（7:00～9:00受付）※2
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
特定健診、がん検診（松山地区）（7:00～9:00受付）※2

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（松山地区）（7:00～9:00受付）※2

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※３ 年金移動相談は事前予約制になります。志布志支所市民課　℡472-1111（内線223）までご連絡くたさい。
※４ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

6/1

肺がん検診（有明地区）※2

肺がん検診（有明地区）※2
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

肺がん検診（有明地区）※2
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
日本脳炎予防接種（13:00～13:30 受付 やっちくふれあいセンター）
日本脳炎予防接種（13：30～14：00受付 健康ふれあいプラザ）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※１
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

(木)
14

15

(土)

(日)

5/15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

(金)

(木)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(月)

(火)

31

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※１
育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

育児学級（9:30～10:00受付やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00やっちくふれあいセンター）
日本脳炎予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

ポリオ予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

(日)
30
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編
集
後
記

▼
4
月
の
異
動
で
市
報
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
▼
今
号
は
、
慣
れ
な
い
カ

メ
ラ
の
扱
い
方
を
覚
え
な
が
ら
、
取
材
や

編
集
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
。
▼
市
報

一
冊
作
る
の
も
大
変
な
作
業
だ
と
、
痛
感

し
ま
し
た
。
▼
そ
ん
な
産
み
の
苦
し
み
の

末
、
作
っ
た
市
報
は
、
や
は
り
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
▼
さ
て
、
5
月
と
い

う
と
、
沖
縄
で
は
県
花
の
デ
イ
ゴ
が
咲
く

頃
で
す
。
▼
鮮
や
か
な
赤
い
花
が
咲
き
乱

れ
る
景
色
は
、
初
夏
の
青
空
に
映
え
て
と

て
も
美
し
い
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
花
、

た
く
さ
ん
咲
い
た
年
は
台
風
が
多
い
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
理
由
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
こ
れ
が
結
構
当
た
る
よ
う
で
、

満
開
を
素
直
に
喜
べ
な
い
、
不
思
議
な
花

で
す
。
▼
市
報
し
ぶ
し
で
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
情
報
提
供
な
ど

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
蔵
園
）

　

5
月
・
6
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

5
月
24
日
、
６
月
５
日
、
17
日
、
29
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

5
月
23
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　

火
曜
日（
そ
ば
）・
日
曜
日（
野
菜
等
販
売
）

志
布
志
駅
前
市
場
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
７
時
～
14
時
）

【
市

報
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覧（

順
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